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　3月16日、市内中学校で一斉に卒業式が行われました。白石中学校では石橋

校長から215人の卒業生一人ひとりに卒業証書が手渡され、卒業生は3年間の思

い出を胸にそれぞれの新たな道に向かって旅立っていきました。夢と希望をも

ってこれからもがんばってください。

、r



罰
懸
，

福

吐塾

文

化

閑葦

境

ぬ

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
曜

　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
残
」

｛

◎．
莇

》
・

眠f
盗

　
　
　
鐘

　
　
　
．
謹

　
　
　
　
岬

　
　
　
　
皿

　
　
　
　
薫
～

　
平
成
七
年
二
月
市
議
会
定
例
会
が
、
二
目
十

七
目
か
ら
一
一
一
目
六
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
議
案
は
、
各
種
条
例
の
制
定
や
一
部

改
正
、
平
成
七
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
、
水
道
事
業
会
計
の
当
初
予
算
な
ど
三
十
件

で
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
議
会
開
会
目
の
二
月
十
七
目
、
川
井
市
長

か
ら
平
成
七
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の
施

政
方
針
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
の
で
掲
載
い
た
し

ま
す
。

　
本
日
こ
こ
に
、
第
二
百
八
十
四
回
白
石
市
議
会
が
開
催

さ
れ
る
に
あ
た
り
、
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
す
諸
議
案
の
説

明
に
先
立
ち
、
平
成
七
年
度
の
市
政
運
営
に
対
す
る
基
本

方
針
に
つ
い
て
、
所
信
の
］
端
を
申
し
述
べ
ま
す
、

　
始
め
に
、

震
災
は
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
．

暉
大
震
災
か
ら
学
ぶ
も
の

　
　
　
こ
の
た
び
の
神
戸
市
を
中
心
と
し
た
阪
神
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
被
災
さ
れ
た

▼

多
く
の
皆
さ
ん
が
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
非
常

に
苦
労
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
、
衷
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
復
旧
活
動
支

援
の
た
め
、
市
で
は
土
木
関
係
技
術
職
員
及
び
上
水
道
職

員
、
並
び
に
管
工
事
技
術
者
を
派
遣
す
る
べ
く
、
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
緊
急
時
の
初
動
体

制
確
立
の
た
め
、
七
年
度
に
お
い
て
防
災
無
線
機
器
を
整

備
す
る
計
画
で
す
。
具
体
的
に
は
、
市
役
所
、
消
防
署
、

消
防
団
長
、
分
団
長
宅
に
フ
ァ
ワ
ク
ス
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
伝
達
事
項
を
音
声
で
流
せ
る
ぺ
ー
ジ
ン
グ
装
置

を
、
消
防
団
の
各
班
長
に
所
持
さ
せ
る
ほ
か
、
分
団
長
以

上
に
携
帯
用
防
災
無
線
を
携
帯
さ
せ
、
早
急
な
災
害
現
場

の
実
態
把
握
と
住
民
へ
の
周
知
、
救
援
活
動
を
行
え
る
情

報
体
制
を
確
立
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
の
「
白
石
市
地
域
防
災
計
画
」
に
つ
い
て

は
、
国
の
法
改
正
等
を
に
ら
み
な
が
ら
、
早
急
に
見
直
し

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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さ
て
現
在
、

総
が
と
り
ざ
た
さ
れ
て
お
り
、

定
作
業
に
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

論
」つ

ま
り
白
石
の
よ
う
な
都
市
が
生
き
残
る
た
め
に
何
か
一

つ
の
特
性
、
こ
れ
だ
け
は
他
に
負
け
な
い
と
い
う
も
の
を

一
つ
持
た
せ
つ
つ
、
他
の
都
市
に
別
な
機
能
を
持
た
せ
、

各
都
市
と
の
連
携
の
も
と
に
小
都
市
が
発
展
し
て
い
く
と

い
う
の
が
小
都
市
論
で
あ
り
ま
す
、

　
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
両
刃
の
剣
で
し
て
、

住
む
と
こ
ろ
は
小
都
市
に
住
む
、
し
か
し
娯
楽
と
か
買
い

物
は
大
都
市
に
出
か
け
て
い
く
と
い
う
危
険
性
を
は
ら
ん

で
お
り
ま
す
．

　
こ
の
小
都
市
論
、
つ
ま
り
従
来
の
大
都
市
文
明
に
対
す

る
小
都
市
文
明
に
加
え
、
次
期
全
総
で
は
、
技
術
あ
る
い

は
発
展
と
い
っ
た
よ
う
な
文
明
に
対
し
て
文
化
・
芸
術
文

願
小
都
市
論
が
浮
上

　
　
　
国
に
お
い
て
は
四
全
総
に
代
わ
る
次
期
全

　
　
　
　
　
　
　
　
八
年
度
か
ら
本
格
的
な
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
中
で
「
小
都
市

が
浮
上
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
入
口
四
～
五
万
程
度
、

明
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
物
質
文
明
に
対
し
て
精
神
文

明
を
対
比
し
て
い
く
、
更
に
自
然
へ
の
挑
戦
に
対
し
て
自

然
と
の
共
生
を
強
調
し
で
、
い
ま
す
。
こ
の
四
つ
の
文
明
論

を
基
礎
に
、
こ
れ
か
ら
次
期
全
総
か
練
ら
れ
て
い
く
わ
け

で
あ
り
ま
す
。

　
顧
み
ま
す
と
、

総
の
思
想
を
先
取
り
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
一
」

に
、

　
し
カ
し
、

は
、さ

で
我
々
を
襲
っ
て
く
る
高
齢
化
に
適
切
に
対
応
す
る
た

め
に
、
福
祉
・
文
化
・
環
境
を
行
政
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し

て
、
市
政
を
運
営
し
て
ま
い
る
こ
と
を
ま
ず
も
っ
て
表
明

い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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圏
高
齢
化
に
適
切
に
対
応

　
　
　
　
ホ
ワ
イ
ト
ブ
ラ
ン
は
こ
れ
ら
の
次
期
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
は
「
く
ら
し

　
　
の
キ
ャ
ヴ
・
チ
フ
レ
ー
ズ
に
現
れ
て
、
い
る
よ
う

生
活
者
重
視
の
視
点
で
あ
り
、
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く

緑
包
計
画
な
ど
随
所
に
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
、

、
　
　
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ン
に
最
も
欠
け
て
い
た
の

高
齢
化
へ
の
対
応
で
あ
り
ま
す
。
予
測
で
き
な
い
速
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斎川の河川改修工事（郡山橋付近）
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ト
メ
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セ
完
成
予
想
図



弔
＝P

、
麟
霞
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斐
化

　
ま
ず
、
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
、
文
化
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。
今
年
は
、
市
政
施
行
四
十
周
年
記
念
の
大
事
業
で

あ
る
白
石
城
落
成
の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

記
念
事
業
と
し
て
は
、
五
月
一
日
に
記
念
講
演
を
予
定
し

て
い
る
ほ
か
、
翌
二
日
に
は
仙
台
市
長
、
札
幌
市
長
、
登

別
市
長
、
松
平
前
福
島
県
知
事
と
私
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
，
そ
の
後
落
成
式
を
行
う
予
定

で
す
。
ま
た
記
念
能
公
演
を
碧
水
園
で
行
い
ま
す
。

　
五
月
三
日
に
は
、
春
ま
つ
り
甲
胃
行
列
の
出
陣
、
凱
旋

式
を
白
石
城
で
行
う
と
と
も
に
、
市
内
の
商
店
に
呼
び
か

け
て
約
二
十
店
舗
ほ
ど
の
露
店
を
出
し
て
い
た
だ
く
計
画

で
す
。

　
（
仮
称
）
白
石
城
歴
史
探
訪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
も
同
時
オ
ー

プ
ン
し
、
目
玉
で
あ
る
立
体
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
画
「
賊
に

は
あ
ら
ず
」
を
初
公
開
す
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
白
石
城

関
連
資
料
や
城
模
型
な
ど
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

　
国
道
一
一
三
号
沿
い
の
白
石
城
専
用
駐
車
場
も
六
年
度

内
に
整
備
を
完
了
さ
せ
、
オ
ー
プ
ン
に
間
に
合
わ
せ
る
ほ

か
、
七
年
度
に
は
駐
車
場
向
か
い
の
用
地
を
取
得
し
、
古

い
商
家
を
改
造
し
て
、
無
料
休
憩
所
を
兼
ね
た
（
仮
称
Y
、

二
民
俗
資
料
館
及
び
郷
土
産
品
物
産
館
を
整
備
す
る
、
〕
と

と
し
て
い
ま
す
。
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文
化
創
造
の
核

　
文
化
創
造
の
核
と
し
て
、
ま
た
情
報
の
発
信
基
地
と
し

て
計
画
し
て
お
り
ま
す
（
仮
称
）
ホ
ワ
イ
ト
メ
ヴ
セ
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
鷹
巣
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
の
用

地
取
得
及
び
実
施
設
計
が
六
年
度
内
に
終
了
い
た
し

ま
す
。

　
い
よ
い
よ
七
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
い
た
し
ま
す
が
、

設
計
者
の
堀
池
秀
人
氏
及
び
音
楽
監
督
の
三
枝
成
彰
氏
に

よ
り
ま
し
て
、
利
活
用
ま
で
含
め
て
各
方
面
に
働
き
か
け

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
平
成
九
年
の
全
国
植

樹
祭
ま
で
に
は
完
成
さ
せ
る
考
え
で
す
。

　
ま
た
、
白
石
駅
東
口
駅
前
広
場
の
整
備
は
、
東
側
地
区
の

玄
関
口
と
し
て
早
急
な
整
備
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
七
年

度
か
ら
本
格
的
に
用
地
買
収
、
補
償
交
渉
、
詳
細
設
計
に
入

り
、
平
成
十
年
度
を
め
ど
に
完
成
さ
せ
る
見
通
し
で
す
。

　
斎
川
の
ふ
る
さ
と
の
川
モ
デ
ル
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
六
年
度
か
ら
県
事
業
の
河
川
改
修
工
事
が
進
捗
し
て

ま
い
っ
て
お
り
ま
す
。
市
と
し
て
も
、
六
年
度
中
に
堤
防

に
接
続
し
て
設
置
す
る
桜
の
小
路
の
用
地
の
一
部
買
収
が

終
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
河
川
改
修
の
進
捗
状
況
に
合

わ
せ
て
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
第
二
小
学
校
の
改
築
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
、
六
年
度
の
教

育
ゾ
ー
ン
（
二
四
教
室
）
建
設
に
引
き
続
き
、
七
年
度
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
（
屋
内
体
育
館
、
プ
ー
ル
等
）
を
建

設
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
小
原
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
事
業
は
現
在
、
四
季
の

花
木
園
、
駐
車
場
を
整
備
中
で
あ
り
ま
す
が
、
七
年
度
も

引
き
続
き
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

窟
祉

　
第
二
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
福
祉
で
あ
り
ま
す
。
白
石
版

ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
で
あ
る
「
白
石
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
」
の
核
と
も
い
え
る
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
七
年
度
に
実
施
設
計
及
び
総
合
福
祉
情
報
シ
ス
テ
ム

コ
ン
セ
プ
ト
を
策
定
し
、
八
年
度
か
ら
二
か
年
で
蔵
本
茶

園
地
区
に
建
設
す
る
計
画
で
す
。

　
情
報
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
総
合
福
祉
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
構
築
を
第
一
段
階
と
し
て
、
第
二
段
階
に
お
い
て
は

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
更
に
最
終
の
第
三
段
階
に

お
い
て
、
マ
ル
チ
メ
テ
ィ
ア
の
整
備
を
計
画
し
て
お
り
、

七
年
度
か
ら
そ
の
シ
ス
テ
ム
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
面
の
福
祉
対
策
の
強
化
と
し
て
、
長
期
入
院

患
者
等
歳
末
慰
問
金
の
引
き
上
げ
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
事
業
の
利
用
対
象
者
の
拡
大
、
老
八
短
期
入
所
搬
送

サ
ー
ビ
ス
の
新
規
実
施
、
在
宅
ね
た
き
り
者
等
へ
の
歯
科

検
診
・
リ
ハ
ヒ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
新
規
実
施
等
の
施
策
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
七
年
度
に
新
た
に
六
人
の
お
年
寄
り
か
百
歳
を

迎
え
ら
れ
、
合
計
十
一
人
が
百
歳
以
上
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
方
々
の
た
め
に
も
、
お
年
寄
り
か
暮
ら
し
や
す
い

都
市
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
北
保
育
園
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
六
月
一
杯
て
工
事

を
終
わ
ら
せ
、
八
月
一
日
定
員
六
十
入
で
開
園
い
た
す
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

翼
境

　
最
後
の
キ
！
ワ
ー
ド
は
環
境
、
つ
ま
り
自
然
と
の
共
生

で
あ
り
、
水
と
緑
を
守
る
事
業
で
あ
り
ま
す
。
水
質
保
全

の
メ
イ
ン
と
な
る
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
逐
次

整
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
f
、
、
五
年
度
末
の
普
及
率
は
約

三
十
四
バ
ー
セ
ン
ト
て
あ
り
、
七
年
度
も
福
岡
長
袋
地

区
、
東
町
及
び
東
大
畑
の
枝
線
工
事
並
び
に
十
二
号
汚
水

幹
線
等
を
整
備
し
イ
ー
、
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
鷹
沢
若
林
地
区
弁
天
沼
の
不
伐
の
森
整
備

は
、
市
の
事
業
か
ら
県
事
業
の
「
水
環
境
整
備
事
業
」
に

切
り
換
え
、
七
年
度
か
ら
本
格
的
な
整
備
工
事
に
着
手
い

た
し
ま
す
。

　
加
え
て
、
白
石
城
を
取
り
巻
く
内
堀
て
あ
る
館
堀
川

を
、
県
事
業
で
石
垣
積
み
な
ど
自
然
的
な
水
路
改
修
を
行

う
べ
く
、
七
年
度
に
測
量
を
行
い
、
そ
の
後
整
備
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
農
業
集
落
排
水
事
業
と
し
て
は
、
斎
川
地
区
を
モ
テ
ル

地
区
に
指
定
し
、
六
年
度
か
ら
管
路
工
事
を
行
っ
で
、
お

り
、
九
年
度
完
成
を
目
指
し
で
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
平
成
九
年
に
国
立
南
蔵
王
青
少
年
野
営
場
で
開
催

さ
れ
る
第
四
十
八
回
全
国
植
樹
祭
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

市
と
し
て
も
対
策
室
を
設
け
る
と
と
も
に
、
宮
城
県
と
の

連
携
を
密
に
す
る
た
め
県
の
全
国
植
樹
祭
準
備
室
に
職
員

を
派
遣
い
た
し
ま
す
。
ま
た
関
連
事
業
と
し
ま
し
て
、
七

年
度
か
ら
二
か
年
で
市
道
ニ
ノ
萱
線
道
路
改
良
工
事
を
行

い
、
地
域
の
活
性
化
と
、
開
会
時
の
交
通
渋
滞
の
解
消
を

図
り
ま
す
。

　
な
お
、
県
施
工
の
森
合
雁
狩
僑
線
街
路
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
用
地
交
渉
も
概
ね
解
決
の
見
通
し
が
つ
き
ま
し

た
の
で
、
七
年
度
か
ら
二
か
年
で
工
事
を
行
い
、
植
樹
祭

ま
で
の
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
加
え
て
国
・
県
に
は
、
国
道
四
号
、
神
嶺
林
道
の
改
良

や
、
県
道
南
蔵
王
白
石
線
及
び
県
道
白
石
丸
森
線
の
早
期

完
成
、
南
蔵
王
七
ヶ
宿
線
の
改
良
工
事
な
ど
を
、
今
後
と

も
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
、

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
白
石
市
が
計
画
し
て
い
る
自
然
と
の

共
生
に
真
っ
向
か
ら
挑
戦
し
て
い
る
の
が
、
小
原
の
産
業

廃
棄
物
最
終
処
分
場
計
画
で
あ
り
ま
す
。
業
者
は
訴
訟
を

起
こ
し
て
建
設
の
姿
勢
を
崩
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
計

画
に
四
万
二
千
の
市
民
す
べ
て
か
絶
対
反
対
し
て
い
る
こ

と
を
最
大
の
昧
方
に
、
白
石
の
豊
か
な
水
と
自
然
を
守
る

た
め
、
業
者
が
計
画
撤
回
を
す
る
ま
で
、
断
固
戦
い
抜
く

決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
箇
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
た
な
出
発

　
こ
の
ほ
か
、
都
市
基
盤
整
備
と
し
て
良
好
で
低
廉
な
住

宅
を
提
供
す
る
た
め
、
七
年
度
に
お
い
て
鷹
巣
土
地
区
画

整
理
事
業
地
内
に
用
地
を
取
得
し
、
八
年
度
か
ら
十
年
度

ま
で
に
市
営
住
宅
四
十
二
戸
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、
県

営
住
宅
も
建
設
さ
れ
る
計
画
で
す
。

　
益
岡
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
七
年
度
に
白
石
高

校
第
ニ
グ
ラ
ン
ド
北
側
用
地
の
造
成
工
事
を
行
い
、
逐
次

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
駐
車
場
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
い
し
め
」
問
題

に
つ
い
て
、
緊
急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

各
学
校
に
教
師
、
父
母
、
地
域
杜
会
の
代
表
者
に
よ
る

「
い
じ
め
対
策
委
員
会
」
を
設
置
し
、
い
じ
め
根
絶
を
目

指
し
推
進
を
図
っ
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
更
に
昨
年
、
め
で
た
く
姉
妹
都
市
の
盟
約
調
印
を
結
ん

だ
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
と
の
交
流
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

同
様
中
学
生
の
相
互
訪
問
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

と
ら
え
て
交
流
を
よ
り
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
国

際
交
流
基
金
の
果
実
を
利
用
し
て
、
市
民
に
よ
る
国
際
交

流
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
七
年
度
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
述
べ

た
と
お
り
で
す
が
、
冒
頭
に
申
し
上
げ
た
よ
、
つ
に
、
本
年

は
百
二
十
年
ぶ
り
に
甦
っ
た
白
石
城
の
落
成
と
い
う
個
性

あ
る
ま
ち
つ
く
り
の
区
切
り
の
年
で
あ
り
、
ま
た
新
た
な

ス
タ
ー
ト
の
年
で
も
あ
り
ま
す
．
．

　
私
は
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
悔
い
の
な
い
活
力
に
満

ち
た
白
石
市
建
設
の
た
め
に
、
懸
命
の
努
力
を
傾
け
で
、
ま

い
り
ま
す
か
、
そ
の
た
め
に
は
是
非
と
も
、
議
員
諸
賢
並

び
に
市
民
各
位
の
ご
理
解
か
必
要
で
あ
り
ま
す
、
今
後
と

も
、
市
行
政
全
般
に
対
す
る
な
お
一
層
の
こ
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
施
政
の
所
信
表
明
と
い
た
し

ま
す
，
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一一一

総　務　費
●白石三本木線生活路線バス運行委

　託料に295万8千円

●交通安全対策費に1，887万3千円

●市民会館、占典芸能伝承の館等施

　設の管理運営費あわせて1憶1，55

　1万2千円

●白石城落成記念行事に係る経費に

　1，052万4千円

●（仮称足二民俗資料館建設事業費

　に1億2，084万円

●国際交流支援協議会補助金等国際

　交流関係費に619万1千円

●（仮称）ホワイトメノセ建設事業費

　に26億3，007万6千円

●全国植樹祭対策費、国勢調査費に

　1，348万5千円

民　生　費
●長期入院患者・施設入所者・在宅

要看護者慰問金として962万円

●身体障害者ホームヘルバー関係

　費、福祉タクシー利用助成事業、

　在宅重度身体障害者入浴サービス

事業委託料、身体障害者施設入所

　措置費、特別障害者手当などに

9，315万6千円

●精神薄弱者福祉施設入所措置費、

　グループホーム入居者委託料等に

　2億1，548万4干円

　　　　　　　　　　　　　　　醍　　　　　　　　　　　　　　動

　　　　　　　　　　耀駐 躍認．翻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹸基い［一　　　　　　　　　　　　　　　辱　　　　　　　　　　　　　　■一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　　　　　　　　　　謹齪一鵬愚

　　　直鞭鵬 『　ρ　　　　＿＿蝉一一弄副

　　　　・葺…湯ビ

　　　　　一㈱輪　　㎜鼎耀㎜　　　　　　　 恥凹　　市の一般会計予算の総額は、約172億円となりました。前年度と比べ　葦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宝　てみると、四億9千万円増と大幅な伸びとなっています。これは主に、　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　張

●老人ホームヘルパー関係費、老人

　デイサービス運営事業委託料、老

　八短期入所搬送サービス事業委託

　料、スパ・シュランド高齢者入館

　利用委託料などに6，632万4千円

●百歳長寿及び特別敬老祝金、敬老

　会関係費に2，378万9千円

●総合福祉センター実施設計委託

　料、北保育園建設事業費等に7，99

　4万2千円

●老入クラブ活動費助成金、老人

　ホーム入所措置費、在宅寝たきり

　等介護手当、老人福祉センター管

　理運営費などに3億4，288万円

●心身障害児ホームヘルパー関係

　費、児童手当、乳幼児・重度心身

　障害児者医療費助成、母子福祉対

　策貸付金、保育園・児童館運営費

　などに6億3，062万2千円

●生活扶助、医療扶助などの生活保

　護費に／1意5，725万1千円

衛　生　費
●在宅寝たきり者等訪問理学療法士

報酬、在宅訪問看護婦報酬、健康

　審査業務委託料等予防医療費、健

　康センター管理費などに1億5，43

〔）万1千円

●まちをきれいにリサイクル運動報

　償金、コンポスト購入費補助金、

　合併処理浄化槽設置補助金、公害

　対策費、地域し尿処理施設管理費

　あわせて4，668万9千円

労　働　費
●勤労青少年ホーム・働く婦入の家・

　勤労者体育センター運営費、勤労

　者の福祉充実のための貸付金など

　に6，404万4千円

農林水産業費
●グリーントピア関係費、市民農園

　関係費に240万6千円

“
彰
F
か
β

●平成5年度異常気象災害対策融資

預託金として3億2，796万8千円

●公仕営畜産基地建設事業補助金と

　して1億1，613万9千円

●農道、用水路、溜池等の農業施設

　整備事業費に8，578万1千円

●地籍調査費に9，291万5千円

●水田営農活性化対策費に1，462万

　9千円

●地域農政推進対策費に675万7千円

●農村総合整備モデル事業費に1億

　2，125万円

●団体営農道整備事業費に7，075万円

●林業山村活性化林業構造改善事業

　費、市行造林費、林道新町線・入

　山線・砂押山線等林道開設費あわ

　せて1億2，076万4千円

商　工　費
●全日本こけしコンクール負担金、

春まつり・夏まつり行事補助金に

　1，300万円

●中小企業振興資金等及び大型店対

　策資金融資利子補給金、大型店対

　策貸付金、中小企業経営資金の円

　滑化を図るための貸付金など1億

　9，964万2千円

●白石商店街活性化対策助成金とし

　て1，177万円

●温．麺の館、駐車場、弥治郎こけし

　村管理運営費に1，202万円

土　木　費
●沖ノ沢郡山線、矢ノロ家老沢線の

　改良など道路橋梁整備費として

　12億7，549万円

●温．泉公園整備費に5，938万5千円

●益岡公園事業費に1億7，639万円

　　　　　磁ダ屡芝
　　　　　　．　軋17，180，274千円

市　　債

　3，800，000

　　（22，1％）

地方交付税

　3，730，00D

　　（21．7％〉

市　　税

3，653，303（21，3％）

繰入金
1，982，880（”．5％〉

国庫支出金1，499，739（8．7％）

諸収入　818，506（4．8％〉

県支出金　621，534（3．6％）

その他1，064，312（6，3％）

＞性質別歳出予算

公債費
Il，4％

人件費
17．0％

投資的経費
42．3％

＼

＼

　＼

17，180，274千円

総務費
4，630，230（27，0％）

土木費
3，IH，007（18．1％）

教育費
2，522，236（し4，7％）

公債費
1，960，313（し1．4％）

民生費』943，433（II．3％）

農林水産業費1，294，145（7．5％）

衛生費828，936（4．8％〉

商工費324，i40（1．9％）

消防費258，927（1，5％〉

議会費230，810（1．3％）
その他　76，097（0．5％）

＞国民健康保険特別会計

23億8，019万3干円
（対前年度比4，837万6千円増）

〉下水道事業特別会計

17億2，319万7千円

〔対前年度比1億5，540万1千円増）

〉地方卸売市場事業特別会計

1，391万7千円

　（対前年度比4万8千円減）

レ老人保健特別会計

29億7，703万円

　（対前年度比2億224万6干円増）

〉農業集落排水事業特別会計

　2億915万7千円
　（対前年度比1億758万8千円増）

〉水道事業会計

　収益的収入　10億995万4千円

　収益的支出　9億5，666万9千円

　資本的収入　1億3，351万7千円

　資本的支出　3億2，735万7千円

／
／

●住宅宅地関連公共施設整備促進事

　業費に3憶1，706万7千円

●公営住宅建設事業費に3億2，569

　万6千円

消　防　費
●非常備消防費、貯水槽・ポンプ小

　屋・消防積載車購入等消防施設

　費、防災無線機器購入等防災費な

　どに1億1，792万7千円

教　育　費
●スバ・シュランド児童・生徒利用

助成事業委託料、姉妹都市小中学

　校交流事業・文化協会・生涯学習

翻

　フェスティバル事業・体育協会活

動費補助金、高原マラソン大会負

　担金あわせて739万3干円

●小中学校いじめ対策事業費として

　160万円

●小中学校特色ある学校づくり事業

　費として45万円

●白石第二小学校・屋体・プール等

　建設事業費に13億5，290万1干円

●スクールバス運行業務委託料、寄

　宿舎管理費に836万8千円

●幼稚園、公民館、図書館、青少年

　相談センター、学校給食センター

　の管理運営費あわせて5億3，191

　万5千円



＼　区分　

施設名

撰料金

天守閣

ム
敷
金

ア
屋
糾

ジ
　

ト

一
家
ソ

ユ
武
セ

大　人
個人　団体
300円　240円
400円

200円

320円

160円

6DD円

小　人
個人　団体
20D円　160円
250円 180円

400円

IDO円 80円

白石城天守閣

開館時問

休 館

3月～9月　午前9時一午後5時
ID月～II月　午前9時一午後4時

12月～2月

歴史探訪ミュージアム

開館時問

休館日

1、2、IO－12月　午前9時～午後5時
3月一9月　　　午前9時一午後6時

12月28日一31日

5月1日㈲午後1時一（碧水園）

「白石城の歴史や白石城の果たした役割につ

いて」

講　　師1平井東工大名誉教授

　　我妻成城大教授（予定）
5月2日㈲午前10時一（中央公民館）

シンボジウム
「戊辰戦争と北海道開拓」

パネラー：仙台市長、札幌市長、登別市長、

　　松平前福島県知事（予定）
コーディネーター二高橋福島県立博物館長

5月3日㈱（白石城内）

白石城オー、フン

●開門式　●甲冑行列出陣式　●甲冑行列凱

旋式　●本丸内に臨時土産店多数出店

5月2日肉午後3時一
各地区の宵まつ藍）

5月3日㈱午後12時～午後3時
大八しプ…卜｛（市内繁華街通り）

●稚児行列、太鼓山車、子供みこし、大人み

こし

●甲胃行列、家中旗行列

イヘント広場（市役所駐車場前）

一5月3日一5日まて午前9時～午後5時一
●流しう一めん　●子供の広場

（カワマタから旧ユムラシューまでの通り）

午前9時～午後5時

平成片倉家中旗rンテスト
4月29日一5月7日（まるや園一市民会館ま
ての沢端川沿い）

●戦国時代には家を示す象徴だった家中旗を

泰平な平成の世に新たに意匠を工夫して沢

端川沿いに展示します、

。まだまだ募集中〃
白石市民春まつり協議会（青年会議所内）

餐24－4555へ，、
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■ミュージアムのテーマ

、闇闘嚇廼
狐
…

題

5月3日の白石城オープンとあわせて、す　

ぐ隣に開館する白石城歴史探訪ミュージアム。

「また来たい」と思うような知的ワクワク体

験いっぱいのミュージアムをちょっとのぞい

てみましょう。

曙
●

2階

白石城そのものを中心とする城郭展示

・■白石城及び城下の復元模型（500分の1）を展示し、城と城下町の構成を

　解説
一『■白石城本丸の天守閣、本丸御殿、大手門などの建物各部の模型（300分の

　1）を展示
■往時の白石城が描かれている絵図の展示

■白石城か建設されるまでの過程や当時の建築技術をイラストや写真など

　で紹介
■日本を代表する名城の紹介や城を見学する楽しさをより高める「城の見

　方」の展示

テーマを通して歴史研究、歴史学習の楽しさを伝える学習展示

■「片倉代々記」などを参考に、白石城本丸の築城や歴史を紹介

■さまざまな人々か居城し、城主が移り変わった白石城の数奇な歴史ドラ

　マを展示
’』■片倉家家臣に代々伝わる物や生活に使われた品々を展示
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O　　　▲展示ゾーンイメージスケッチ

片倉家10代宗景の書
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厳

監新 ■立体八イビジョンて何？

郵蘇翻奪嚢灘管幽難欝麟y
　■立体だから迫力満点
　それに立体映像ですのて、弓矢か自分に向かって飛んでくるような迫力

　ある映像になります。観客は偏向めかねをかけて見ることになります，

　■大画面、音響も抜群
　スクリーンの大きさは、200インチ（横幅4．4メートル、高さ2，5メート
㌧
，

調　　ルの大画面てす。前後左右6台のスビーカーから音が聞こえるサラウン

　トシステムが臨場感を盛り上けます，

・寵～　　ゼ｝風留　要一薦驚
．
‘
躍

、
鳶
町

▲

立体ハイビジョンシアタースケッチ
’璽蔀学1イ慧範緯麺麓　温 鍵懸嶽惑叢鯛奪纐顔輩藻撫罷i叢難護灘♂i部を見学する場合に入館料をいただきます。
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三
月
五
日
日
曜
日
、
今

帳
の
ス
ヶ
ジ
ュ
！
ル
の
欄

と
も
夕
方
か
ら
仙
台
で
県

候
補
者
予
定
者
を
励
ま
す

　
ふ
と
思
い
出
し
た
が
、

本
伝
統
工
芸
展
が
開
催
さ

十
三
時
〇
四
分
白
石
駅
発

に
乗
り
、
の
ん
び
り
鈍
行
の

れ
て
み
た
。

　
大
河
原
駅
で
向
か
い
の

の
紳
士
が
座
っ
た
。
私
の

と
た
ん
「
や
あ
、
白
石
の
市

と
話
か
け
て
く
る
。
顔
に

い
し
名
前
を
知
っ
て
い
る

し
か
し
向
こ
う
が
縄
し
げ

て
い
る
の
に
、
今
さ
ら
ど

か
と
問
う
訳
に
も
い
か
ず

の
二
と
、
大
河
原
に
で
き

術
文
化
セ
ン
タ
ー
の
こ
と

し
て
い
る
う
ち
に
仙
台
駅

最
後
ま
で
名
前
は
分
か
ら

あ
、
そ
れ
で
は
」
と
百
年

席
に
中
年

顔
を
見
た

長
さ
ん
」

覚
え
が
な

訳
も
な
い
。

に
話
を
し

な
た
で
す

、
白
石
城

る
仙
南
芸

な
ど
話
を

に
着
い
た
、

す
じ
ま
い
で
「

も
前
か
ら
知
っ

や
あ
や

て
い
る

あ
っ
た

さ
て

伝
統
工
芸
作
品
展
で
あ
る
が

年
に
な
っ
て
初
め
て
手

が
空
白
に
な
っ
た
。
も
っ

会
議
員
立

最
近
の

よ
う
な
顔
を
し
て
別
れ
た
が

だ
っ
た
の
だ
ろ
う

、

は
て
、
一
体
、
誰

　
駅
か
ら
地
下
鉄

に
乗
り
か
え
た
が

乗
り
つ
け
な
い
も

の
だ
か
ら
出
口
を

間
違
え
地
下
道
を

延
々
と
歩
く
は
め

に
な
っ
た
。
途
中

中
年
の
夫
婦
が
仲

睦
ま
じ
く
立
ち
話

を
し
て
い
る
。
ふ

と
顔
を
見
れ
ば
、

な
ん
と
市
役
所
の

K
君
で
は
な
い
か

声
を
か
け
た
ら
、

向
こ
う
は
「
ま
さ

か
」
の
出
会
い
で

大
慌
て
。
と
ん
だ

お
じ
ゃ
ま
虫
で

陶
芸
家
は
伝
統
を
踏
ま
え
な
が
ら
豊
富
な
色
彩
、

独
創
的
な
造
形
に
勇
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る

個
入
名
を
あ
げ
れ
ば
、
伊
藤
東
彦
の
皿
は
絵
付
の

図
柄
を
余
白
の
布
目
文
様
が
幻
想
的
に
浮
き
立
た

せ
、
息
を
の
む
見
事
さ
で
あ
る
。
若
手
の
こ
け
し

工
入
も
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
ほ
し
い
一
．

　
入
間
国
宝
ク
ラ
ス
の
作
品
で
は
、
坂
田
泥
華
の

茶
わ
ん
は
用
の
美
を
備
え
な
が
ら
品
格
の
高
さ
が

人
の
心
を
打
ち
、
井
戸
茶
わ
ん
の
規
範
と
い
う
べ

き
抜
群
の
名
品
と
思
っ
た
。
反
面
、
鈴
木
蔵
の
志

野
や
三
輪
休
雪
の
鬼
萩
は
鑑
賞
用
と
し
て
は
素
晴

ら
し
い
が
、
使
い
勝
手
か
ら
い
え
ば
い
か
が
な
も

の
だ
ろ
う
か
。

　
最
近
お
な
か
が
出
た
せ
い
か
、
ズ
ボ
ン
が
下
が

っ
て
困
る
。
せ
っ
か
く
三
越
ま
で
来
た
つ
い
で
に

と
紳
士
用
品
売
場
に
向
か
う
。

　
若
い
女
性
店
員
に
声
を
か
け
た
。
「
ズ
ボ
ン
つ
り

は
ど
こ
で
売
っ
て
い
る
の
」
彼
女
は
け
げ
ん
な
顔

を
し
て
い
る
．
そ
こ
で
手
ま
ね
し
な
か
ら
「
ズ
ボ

ン
か
す
り
落
ち
な
い
よ
う
に
肩
か
ら
つ
る
や
つ
な

ん
だ
」
「
あ
、
さ
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
か
、
サ
ス
ペ
ン

ダ
ー
で
ご
さ
い
ま
す
ね
．
そ
れ
な
ら
こ
ち
ら
に
」

　
間
が
悪
い
も
の
で
、
じ
っ
こ
ん
の
会
社
重
役
S

氏
が
後
ろ
で
一
部
始
終
見
て
い
た
ら
し
い
。
追
い

掛
け
て
き
て
「
市
長
も
古
い
。
ズ
ボ
ン
つ
り
と
は

ね
え
」
「
サ
ス
ペ
ン
ダ
ー
ぐ
ら
い
俺
だ
っ
て
知
っ
て

い
る
よ
。
と
き
に
S
さ
ん
、
何
を
買
い
に
き
た
の
」

彼
、
得
意
然
と
し
て
「
え
、
僕
は
ア
ー
ム
ガ
ー
タ
ー

で
す
よ
」
「
何
だ
い
。
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
袖
丈
も
合

わ
せ
ら
れ
な
い
の
に
、
お
洒
落
の
つ
も
り
か
よ
」

と
心
の
中
で
毒
づ
き
な
が
ら
演
説
会
場
に
向
か
っ

た
。　

と
こ
ろ
で
サ
ス
ペ
ン
ダ
ー
だ
か
、
最
近
ス
タ
イ

ル
が
良
く
な
っ
た
と
秘
書
課
の
者
た
ち
は
お
世
辞

を
い
っ
て
く
れ
る
。

瞳

みなさんからの素敵な

情報を待っています

立派な校歌碑ができたよ

　白石第一小学校で3月15日、寄贈

された校歌碑の除幕式が行われまし

た。寄贈したのは昭和6年に同小を

卒業した芳賀運聖さん（柴田町船迫

在住、元柴田町助役）。喜寿の視いに

母校に校歌碑を贈りたいと申し出、

実現したもので、黒みかげ石に校歌

とともに不，忘山の稜線と白石川をテ

サインし、正面玄関左に設置されま

した。

　　　　　雛轡華、・酬顔

　　　竪一－『
　　 藤＼曼
　　　・ジ｝　　　　適　　　　　1．藁
　　　　　　　ζ・“ 　　　　　謹熱

5一　＿．　　　　　　　　　　　　　　詫寵賓r

　除幕式では児童を代表して清野宏

行君か「立派な校歌碑をあ1）かとう

こざいます。大先輩の期待に応えて

これからもがんば1）ます」とお礼を

述べました。

競技の後は湯っくり温泉でも？

1蟹　　ぜ7丁夷丁
一
ご
　

霧

　　　　　　2．盆一「

～～獣脚鱒勝－

　第2回東日本国公立大学室．内水泳

記録会が3月13日、スパッシュラン

ドしろいしで開催されました。

　選手達は、東北大学、弘前大学を

はしめ東日本の！8の国公立大学から

集まり、28種目の競技を行ない、13

個の大会新記録が生まれました，

　新記録を出した選手は次のとおり

です， 相沢直之（東北）、上村修一郎

（山形）、晴山晶絵（秋田）、中島正之

（東北）、渡辺博之（山形〉、金丸秀久

（宇都宮）、中川喜文（岩手）

まちかど・ズーム〃》！

長寿祝いのプレゼント

　市内西益岡町の半沢盛枝さんか

！00歳を迎え、2月21日敬老祝金が

贈られました。また、盛枝さんは半

沢渓石さんの雅号で広報しろいし等

に俳句を投稿されていた方で、11）O

歳を記念し、息子さん夫婦が句集を

自費出版しました、，これは、盛枝さ

んが書きためていたノートや、掲載

された作品の中から300首余1）を選

び出したもので、「立派なものを作っ

てもらった」と少し照れたように話

していました。

　また、市内小下倉の堀内まつのさ

んの白寿のパーティーが2月26日、

自石蔵王パレスホテルで親類縁者に

囲まれて行われました。

　まつのさんは現在お孫さん、ひ孫

さんとの4人暮しで、お孫さんによ

ると、今でも自分のことは自分です

るそうで、子供さんやお孫さんの心

配をするのが日課のようになってい

るそうです，いつまでもお元気で。

並
日

ま熱細
0

縣
3

コ

　　　　　　　　　　　　ノ〆癖

　　　　ゑ富』『1翠蔭．一・聾

罵轡糟罵欝
30年間ありがとう！7

　白石市立北保育園か岩崎地区に移

転、改築されるのにともない、今ま

でお世話になった園舎にお別れをす

るr北保育園30年いま・昔」が3月

11、12日の両日開催されました。

　11日の開会式は、お別れの涙雨の

降る中行われ、設立当時の関係者

の思い出話の後、園児による太鼓と

歌の発表が行われ、この日のため

に練習した成果を披露していまし

た．また、隣接する宇副岡中学校の合

唱部による合唱もあり花を添えてい

ました。

森の守り番はお任せ

　3月1日、白石森林管理センター

の開所式が市内ホテルで開かれ、

130人の参加者が新たな門出を祝いま

を　　で

晦’．
、

痴

した。明治20年に開署して以来、2

万7千平方メートノレの国有林野を管

理経営してきた白石営林署か、この

日から仙台営林署に統合され、白石

森林管理センターとして新たにス

タートしたもので、式では佐藤清作

初代所長か「宮城県の水瓶である蔵

王国定公園を守り、森の利活用を行

っていきます」と語りました。

　同センダーは現在の建物をそのま

ま利用し19人体制で管理されます・

人形の鼓動が
　聴こえますか？

臨鎚賑i鍵藤羅麺薩翻

　2月25日から3月5日まで、「時代

か薫る人形展」が片含家中武家屋敷

「旧小関家」で行われました。

　これは、人形のコレクターで、白石

市文化財保護委員の佐藤好一郎さん

のコレタションの中から江戸時代に

作られた雛人形や市松人形、ビスク

ドールなどが展示されたものです。

　訪れる人達は、古い入形達と武家

屋敷の江戸情緒の中でほのぼのとし

た雰囲気を味わっていました。

　また、佐藤好一郎さんのコレクシ

ョンは、4月14日開館する鈴藤米穀

店裏の蔵を改装した人形館に展示さ

れるそうです 、

⇒、

，端　　麟『
縛　　＿　　
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麟饗翻ヨ．罐曜

能を通じた交流

漸簾雛魏態穐羅1
　3月12日、「新春謡・仕舞の会」が

1山台喜桜会、白石喜多会の主催で白

石市古典芸能伝承の館で行なわれま

した。

　仙台喜桜会は白石喜多会と同様

に、喜多流の佐々木宗生氏を師匠と

する団体で、両団体による合同発表

はこれまでも行なわれてきたそうて

すが、今回始めて伝承の館の能舞台

で行なわれたもグ）です．

　また、この会は今後も定期的に開

催する予定だそうてす，

　静潔
』
麟

　
　
　
轟

纏



轟
蒐
、

書
道
サ
ー
ク
ル
「
鏡
会
」

⑱

、

　　　懸

　　茎

　　蒲

向
（
9
瞬一

り

■
一

D
’ロ

リ

■
“

　
つ

入
℃
q
、

‘
蜜

－
　
石

　繋

も

酔

マイサーウル
雄

書
は
人
柄
を
表
す

　
早
春
の
陽
光
が
差
し
込
む
部
屋
で
毛

筆
の
練
習
を
し
な
が
ら
、
ふ
と
月
日
の

た
つ
の
は
実
に
早
い
も
の
だ
な
あ
と
思

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
．
、
昭
和
五
十
七
年

六
月
、
当
時
公
民
館
内
で
習
字
の
サ
ー

ク
ル
が
あ
り
、
何
と
な
く
私
達
も
勉
強

し
て
み
た
い
な
と
思
い
、
そ
の
講
座
に

入
つ
て
み
ま
し
た
。
当
時
は
斎
藤
、
曝
二

先
生
に
師
事
し
、
現
在
は
宍
戸
先
生
に

指
導
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
，

　
会
員
は
男
女
合
わ
せ
て
九

名
、
平
均
年
齢
は
六
十
歳
位

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
十
二
年

の
成
果
は
…
…
．
．
何
事
も
そ

う
で
し
ょ
う
が
、
字
と
い
う

も
の
が
こ
ん
な
に
奥
深
い
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
．
．

　
書
は
そ
の
人
柄
を
表
す
と

い
い
ま
す
が
、
そ
の
作
品
を

見
る
と
、
激
流
あ
り
、
清
流

あ
り
、
渕
あ
り
、
浅
瀬
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
で
す
。
そ
の
人
の

暖
か
い
心
が
に
じ
み
出
て
い

る
よ
う
な
、
そ
ん
な
事
が
や

っ
と
解
る
よ
う
に
な
り
ま
し

鏡

友
三

た　
月
二
回
の
会
含
は
、
楽
し
い
も
の
で

ス
ト
レ
ス
の
解
消
や
、
情
報
の
交
換
等
、

私
達
の
生
涯
教
育
の
場
と
し
て
、
い
つ

ま
で
も
続
け
た
い
と
思
い
ま
す

、

　
私
達
の
仲
問
に
入
り
た
い
と
思
う
方

は
い
つ
で
も
結
構
で
す
か
ら
、
中
央
公

民
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
、
、
．
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
．
．

・」諏

圏臨翫蔭

r難

の
　
　
　
F
　

　
　
　
　
’

　
　
　
　
一
』

　
　
　
拳

　
　
　
1

　
　
　
、
、

　
　
　
1

6
｝

菰
贈
．

鴫選

　
も

㌧
喝

　
き

駄．

ジョン・デイの　　　　　7＼

　国際人入門②
＼　、八　人　八ノ）ご

／

を艶ても日葱語は、かりて

　　桝演謂1、二斥ラ’ノカ』姜マ、ナト’1、、な1、Par11」

の旅行方法はツアーが多く、ツアー

コンダクターの重要な義務の一つは、

団体客を日本語の通じるホテルや店

などに連れていくことで、旅行中の

皆さんに言語的な不便さをなくすこ

とだということです．ところで、こ

のような行為は「世話」という目本

人の独特の根強い意識に基づいたこ

とで、外国人の立場からみると、興

味深い日本的典型のひとつです。と

にかく、英語を楽しむのにはこのr世

話」は障害にもなります

て海外で英語で触れ合うのを楽しみ

に旅行へ行った知り合いが、「だれも

英語で話してくれなかった」とがっ

かりした様子で言うのを聞いたこと

もあります。このような話はたぶん

英語圏以外に行った人達にも起きる

と思います，、

　このようなすれちがいが起こる原

因には二つの問題があると考えられ

ます。一つは状況的な問題で、もう

一つは経済的な問題です・

　状況的な問題というのは、日本人

　このような言葉をよく耳にします．

日本の観光客が外国へ行っても、レ

ストランのメニューや売店の看板が

日本語で書いてあったり、日本語で

応対する店員がいたりすることがよ

くあり、せっかく外国に来たのにま

るで日本にいるような気がすると言

うのです。アメリカ人の私も、外国へ

行くと、アメリカ製品や英語の広告

がよくありますので、彼らの言うこ

とが解ります一

　英語に興味を持ち、長い間勉強し

圏

．λゾノ）
、猛づゾ」窒

7　0

瀞今夢中になっていること

　ドライブすること！全然知らないところを

走るといろんな場所を知ることができて楽し

いです。

讐夢や目標

　准看の資格を取ることです。

》白石市に望むところや白石の良いところ

　白石城などいろいろな施設が増えてきたの

で、これからもどんどんこういった施設を増

やして欲しいです。
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仙南サナトリウム

四釜　育美さん

　（19歳・福岡）

馬

oo

鱗理想のタイプ

　優しくて、ユーモア

があって頼れる人。

騨最後に一言

　これからも、よき先

輩を見習っていろんな

ことにがんばっていき

たいと思います。

麹簿難懸難難曝購騨懸難鞍馨麟

　　塑
　、鷺・

健康と美容に

佐藤　恭子さん
　　（緑が丘）

馨
生
涯
学
習

灘薗

㎜
㎜
…
㎜

　嬉々としてスパッシュランドしろいしに通

い、健康づくりに励んでいる私は64歳です。

　アクアビクス教室．では、軽快なリズムにの

り体を躍動させ、筋肉が柔軟になっていくの

を感じます。水泳教室では、コーチの先生方

が能力に合わせ親切な指導をしてくださいま

す。水中運動は体調を整え、向上する喜びが

味わえ意欲もわいてくる、年齢に関係ない最

適なスポーツなのではないでしょうか．

　多くの方々がこの施設を活用なさって、裸

のつき合いで友達の輪を広げてみませんか！
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川
股
兵
三
選

わ
が
背
な
に
姑
の
ぬ
く
も
り
伝
ひ
く
る
半
纒
羽
織
り

こ
の
冬
も
着
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

平
ら
な
る
小
石
拾
い
て
少
年
ら
水
切
り
競
う
川
の
中

洲
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
静
恵

北
向
き
の
凍
り
し
路
地
を
小
刻
み
に
す
べ
ら
ぬ
よ
う

に
踏
み
し
め
て
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

過
ぎ
し
日
の
旅
の
記
念
に
訪
れ
し
神
戸
の
夜
景
幻
と

な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
敏
子

病
む
人
の
話
す
口
元
聴
き
と
れ
ず
苛
立
つ
姿
を
宥
め

て
や
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎

働
き
て
節
高
き
手
を
照
ら
し
つ
つ
精
霊
舟
が
わ
れ
を

離
れ
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
和
江

新
調
の
背
広
を
軽
く
着
こ
な
し
て
成
人
の
孫
は
わ
が

家
訪
ね
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
静
枝

膝
に
き
て
抱
か
る
も
今
の
う
ち
な
ら
ん
早
や
来
年
は

孫
も
入
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

混
み
合
え
る
待
合
室
に
看
護
婦
の
患
者
呼
ぶ
声
も
明

る
く
聞
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん

過
ぎ
し
秋
を
気
高
く
飾
り
し
菊
の
花
根
元
の
若
芽
に

春
陽
ひ
か
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
正
子

「
評
」
一
首
目
、
今
は
亡
き
姑
が
縫
つ
て
く
れ
た
半

縄
を
今
年
の
冬
も
着
て
姑
を
偲
び
感
謝
す
る
思
い
の

通
っ
た
作
品
。
二
首
目
、
少
年
の
頃
を
思
い
出
さ
せ

る
歌
で
描
写
鮮
明
。
三
首
目
、
北
向
き
の
路
地
の
凍

り
は
堅
く
な
か
な
か
と
け
な
い
．
．
靴
を
踏
み
し
め
な

が
ら
注
意
し
て
通
る
。
春
が
待
ち
遠
し
い
。

遠
藤
秋
尾
選

庭
先
き
に
夕
刊
を
受
け
日
却
伸
ぶ

花
の
香
を
海
に
傾
げ
て
野
水
仙

高
校
の
女
声
コ
ー
ラ
ス
春
め
き
ぬ

八
島
葉
子

佐
藤
周
子

岩
沢
伍
峯

寒
弾
の
始
め
に
替
へ
し
三
の
糸

早
春
の
街
一
望
の
天
守
閣

武
家
屋
敷
峠
凛
々
し
年
男

平
成
に
甦
る
城
初
景
色

若
桑
げ
ん
じ

鈴日熊
木下谷

も
の
の
芽
や
土
に
親
し
む
日
も
間
近
か
三
浦

鳥
チ
チ
と
春
暁
の
窓
か
す
め
け
り
　
　
高
橋

地
震
後
の
安
否
知
り
た
く
初
便

「
評
」
一
句
目
、
庭
先
で
受
け
る
夕
刊
で
あ
る

正愛民　敏
雄嶺子文子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
鉄
二
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
立
春

の
風
は
ま
だ
寒
い
が
少
し
づ
つ
日
却
が
伸
び
た
の
で

あ
る
一
．
そ
し
て
暖
か
い
春
も
近
づ
い
て
く
る
。
二
旬

目
、
野
水
仙
が
明
る
い
黄
色
を
咲
き
誇
る
少
し
の
風

に
海
へ
傾
い
て
い
る
絵
の
様
な
風
景
。
三
句
目
、
城

山
の
下
の
女
子
高
の
コ
ー
ラ
ス
に
春
の
近
づ
く
こ
と

を
感
じ
た
作
者
。

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
誤
差

選

邪
心
仏
心
ど
ち
ら
も
人
の
胸
に
住
み
　
草
野
　
　
清

転
落
の
芽
育
て
て
い
る
盲
目
愛
　
　
一
條
芳
子

酒
の
美
学
頭
抱
え
る
二
日
酔
い

サ
ク
ラ
サ
ク
視
線
ボ
ー
ド
を
つ
き
や
ぶ
る

片
倉
公
い
の
ち
ふ
つ
ふ
つ
白
行
城

啓
蟄
の
雨
が
奏
で
る
応
援
歌

味
わ
っ
て
↓
期
【
会
の
抹
茶
飲
む

来
る
春
が
あ
る
か
ら
耐
え
る
雪
嵐

過
ぎ
た
日
は
短
か
く
余
生
長
い
道

口
あ
け
て
待
っ
た
が
落
ち
ぬ
棚
の
餅

「
評
」
　
一
句
目
、
善
玉
・

中
に
い
る
と
喝
破
．
”
．

芝
玄
太
郎

片
岡
鶴
子

山
田
養
二

南
か
お
る

米
沢
礼
子

佐
藤
武
雄

小
野
嘉
津
子

宍
戸
　
　
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
悪
玉
が
そ
れ
ぞ
れ
の
胸
の

　
　
　
　
　
　
　
す
ば
ら
し
い
発
見
。
善
玉
の
活

用
が
平
和
と
繁
栄
を
も
た
ら
す
。
二
句
目
、
非
行
児

は
、
大
人
の
過
保
護
や
無
理
解
が
育
て
る
も
り
、
子

育
て
へ
の
痛
烈
な
警
句
。
一
一
．
旬
目
、
酒
は
百
薬
の
長
．
．

で
も
深
酒
は
共
通
の
災
い
を
の
こ
す
。

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
筒
ま
た
は
八

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
秘
書
広
報
課

広
報
広
聴
係
（
白
石
大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。

短
歌
・
俳
旬
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。
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白石市役所
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合
線
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1愚翻

統
一
地
方
選
挙
の
四
月
で
す

　
投
票
す
る
こ
と
が
政
治
へ
の
参
加
の

第
一
歩
で
す
。
住
み
よ
い
郷
土
政
治
の

土
台
を
み
ん
な
で
築
き
ま
し
ょ
う
。

　
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
を
実
現
す
る

に
は
「
三
な
い
運
動
（
贈
ら
な
い
、
求

め
な
い
、
受
け
取
ら
な
い
）
」
の
合
言

葉
を
み
ん
な
で
も
う
一
度
確
か
め
て
み

ま
し
よ
う
。

　　　　　　　　　　　翻　　　　　　　繭　　　翻

畠
願自漿－
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囎瞳

　
　
が

次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す

宮
城
県
議
会
議
員
選
挙

告
示
日

投
票
日

平
成
7
年
3
月
3
1
日

平
成
7
年
4
月
9
日

白
石
市
議
会
議
員
選
挙

永久選挙人名簿登録要件等

告
示
日

投
票
日

平
成
7
年
4
月
犯
日

平
成
7
年
4
月
2
3
日

　　白石市議会議員選挙

平成7年4月15日

日本国民で年齢満20年以上の人

1昭和50年4月24日までに生ま
れた人）

　　宮城県議会議員選挙

平成7年3月30日

日本国民で年齢満20年以上の八

（昭和50年4月10日までに生ま

れた入）

要瀦
名簿登録基準日

年齢要件

平成7年1月13日までに転入届
をし、引続き居住している人。

平成6年12月28日までに転入届

をし、引続き居住している人。

白石市から県内の市町村へ転出

して、また4ヶ月を経過してい

ない人※

住　所　要　f牛

1
今
回
の
選
挙
が
で
き
る
人
は

　
　
　
「
永
久
選
挙
人
名
簿
登
録
者
」
で
す

　
今
回
使
用
す
る
名
簿
は
、
各
選
挙
の

登
録
基
準
日
現
在
調
整
の
名
簿
で
、
登

録
さ
れ
て
い
る
方
の
要
件
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
⑲
三
三
七
・
三
四
∩
、
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
．
、

午前7時から午後6時まで（繰上げ投票は従前どおりです。1投票時間
4月23日午後7時30分から市民
会館において行います。

4月9日午後7時31）分から市民

会館において行います。
票開

投票日当日やむを得ない事由で

投票所に行けない方は、4月16

日から4月22日（午前8時30分

から午後5時まで1の間に不在

者投票を行うことかできます、

投票する場合には、印鑑と入場

券を二持参くたさい，

投票日当日やむを得ない事由で

投票所に行けない方は、3月31日

から4月8日〔午前8時30分か
ら午後5時まで）の間に不在者

投票を行うことかできます。

投票する場合には、印鑑と入場

券をご持参ください．

不在者投票

平成7年4月16日・17日（午前
8時3〔）分から午後5時まで）の

2日間。

平成7年3月31日・4月1日
（午前8時30分から午後5時ま

で）の2日間．

選挙入名簿の

縦覧期間

郵送により配布いたします。（4名記載用はかきですので、各自切

りはなして、持参Lてください。）入場券
白石市選挙管理委貝会事務局1白石市役所3階1

不在者投票と名

薄の縦覧の場所

※宮城県議会議員選挙において、市内から県内グ）市町村へ転出して4ヶ月を経

　過していない入か投票されるときは「引続き県内の市町村に居住している証

　明書」が必要となi）ますから、居住している市町村長から交付をうけてきて

　転出前の投票所て投票できます。

四
月
か
馬
b

　
麻
し
ん
、
一
一
一
種
混
合
は
個
別
接
種
で

4
月
は
上
・
下
水
道
料
金
を

　
一
一
回
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　
四
月
よ
り
「
麻
し
ん
」
（
は
し
か
）
に

加
え
て
「
D
P
T
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百

日
せ
き
・
破
傷
風
）
三
種
混
合
」
か
新

た
に
「
個
別
接
種
」
方
式
で
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

．

　
個
別
接
種
と
は
、
一
定
期
間
内
に
対

象
者
の
健
康
状
態
を
考
慮
し
た
上
で
各

医
療
機
関
で
接
種
を
受
け
る
も
の
で

す
，
個
別
接
種
を
行
な
う
場
合
は
、
市

で
発
行
す
る
予
防
接
種
手
帳
（
四
月
よ

り
交
付
、
以
前
の
手
帳
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
）
に
綴
ら
れ
で
、
い
る
「
予
診
票
」

と
「
委
託
書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
麻
し
ん
と
三
種
混
合
以
外
の

予
防
接
種
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
集
団

接
種
を
行
な
い
ま
す
．

○
個
別
接
種
が
で
き
る
医
療
機
関

［
白
石
市
］
・
公
立
刈
田
綜
合
病
院
・
柿

　
崎
小
児
科
医
院
・
加
藤
小
児
科
医
院

［
蔵
王
町
］
　
・
大
泉
記
念
病
院
・
蔵
王

　
病
院
・
内
方
医
院
・
佐
藤
医
院
・
武

　
田
医
院
・
大
久
保
医
院

［
七
ヶ
宿
町
］
七
ヶ
宿
町
診
療
所

○
問
い
合
わ
せ
　
市
保
健
課
⑳
六
〇
三

※
予
防
接
種
手
帳
は
妊
娠
届
、
四
か
月

　
児
検
診
、
六
か
月
児
・
十
二
か
月
児

　
育
児
相
談
、
ポ
リ
オ
予
防
接
種
時
等

　に

交
付
し
ま
す
。

　
毎
月
検
針
し
た
使
用
水
量
の
料
金

は
、
翌
月
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
が
、
今
月
か
ら
検
針
を
し
た
そ

の
月
に
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
は
、
料
金
計
算
処
理
を
電
算

セ
ン
タ
ー
に
委
託
処
理
を
し
て
い
た
た

め
に
二
か
月
か
か
り
ま
し
た
が
、
四
月

か
ら
自
己
電
算
処
理
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
一
か
月
に
短
縮
可
能
に
な
っ
た
た
め

で
す
。

　
今
月
は
そ
の
切
り
替
え
月
の
た
め
に
、

や
む
を
得
ず
三
月
分
料
金
と
四
月
分
料

金
が
重
な
り
二
回
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
，

　
料
金
に
つ
い
て
は
い
す
れ
も
旧
料
金

で
算
定
し
て
お
り
ま
す
．
新
料
金
は
五

月
（
四
月
使
用
分
）
か
ら
適
用
と
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
納
入
期
限
も
通
常
月
と
異
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
五
月
分
か
ら
は
、
納
入
通
知
書
、
口

座
振
替
日
と
も
に
二
十
五
日
か
納
入
期

限
と
な
り
ま
す
。
不
明
な
点
は
水
道
事

業
所
（
費
二
五
－
五
五
二
二
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
上
・
下
水
道
料
金
の
支
払
い
は
口
座

　
振
替
が
便
利
で
す
．
．

口座．1辰替による納入納入通知書による納入

納入方法

区分

納入期限　4月20日納入期限　　4月17日分月つ
0

納入期限　4月25日

■乳幼児の予防接種

糸内入其月5艮　　4　月25日4月分

　　個別接種
医療機関t別記のとおり1

集団接種
白石市健康センターイ妾程巨±易戸斤

三種混合1ジ
フテリア・破
傷風・百日口亥）

麻L，・t は1一か

ル
ン
B

ベ
リ
応
G

ツ
タ
．
反
C

日本脳炎
風
し
λ．

ホ
リ
オ

生後3～9（〕月

（生後3～12
月1こ3回才妾積｝

以後12～18月
に1回1

生後12～9（祠
1生後12～24月1

健康カレンターを二覧
、ごい I　　　l

対象疾病

皮び対象

年齢1標

準的な対
象年齢1

初回3回

追加1回
1回1回3歳2回

4歳1回
1
回

2
回

接種回数

生後3～48月

は無料

その後生後9C
月まて4，61）o円

生後12～48月

は無料

その後生後90
月まて5，41）0円

無利。たたし指定された日

時に集団接挿がてきず、個

別接種 の場合は有料になり
ます，

金料

母子健康手帳、予防按種予

票およひ予防接種委託書、印
母子健康手帳、予防接種予
診票、なお集団接種かてき

す個別接種の場合は市て発
行する「予防接種依頼書」
か必要てす、

参
物

　
り
Φ

持
す

圃

国
民
年
金
よ
り

o
年
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

　
平
成
六
年
の
消
費
者
物
価
か
○
・

七
〇
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
七

年
四
月
か
ら
年
金
額
も
○
・
七
知
引
き

ヒ
げ
ら
れ
ま
す
。

●
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

　
　
　
　
　
七
八
五
、
五
●
○
円

●
障
害
基
礎
年
金
の
一
級
年
金
額

　
　
　
　
　
九
八
一
、
九
〇
〇
円

●
障
害
基
礎
年
金
の
二
級
年
金
額

　
　
　
　
　
七
八
五
、
五
（
）
○
円

●
遺
族
基
礎
年
金
の
年
金
額

　
　
　
　
］
、
〇
一
一
、
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
（
子
一
入
の
場
合
）

●
老
齢
福
祉
年
金
の
年
金
額

　
　
　
　
　
四
〇
二
、
四
〇
6
円

　
な
お
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
年
金
額
て

の
支
払
い
は
六
月
か
ら
と
な
り
ま
す
，

（
老
齢
福
祉
年
金
は
、
八
月
か
ら
の
支

払
い
と
な
り
ま
す
。
）

○
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

　
ん
か

　
平
成
六
年
度
（
平
成
六
年
四
月
か
ら

平
成
七
年
三
月
ま
で
）
の
国
民
年
金
保

険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　市

役
所
で
発
行
し
た
平
成
六
年
度
の

納
付
案
内
書
で
、
保
険
料
を
納
め
ら
れ

る
の
は
平
成
七
年
四
月
二
十
八
日
ま
で

で
す
。

　
な
お
、
平
成
七
年
度
保
険
料
か
一

一
、
七
〇
〇
円
に
引
き
上
け
ら
れ
ま
し

た
、
保
険
料
を
］
年
分
ま
と
め
で
、
前
納

す
る
場
合
は
四
月
二
十
八
日
ま
て
に
納

め
て
ノ
＼
だ
さ
い
．
一
二
、
三
托
○
円
の
割

引
に
な
り
ま
す
、

○
「
老
齢
福
祉
年
金
証
書
」
の
提
出
は

　
す
み
や
か
に

　
老
齢
福
祉
年
金
の
四
月
の
支
払
緊
四

月
十
日
以
降
）
を
受
け
た
ら
、
老
齢
福

祉
年
金
の
証
書
を
市
役
所
の
国
民
年
金

係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
．

　
こ
れ
は
、
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ

り
本
年
四
月
か
ら
改
定
さ
れ
た
、
四
月

分
か
ら
七
月
分
ま
で
の
支
払
額
を
年
金

証
書
に
記
入
し
て
、
八
月
期
の
支
払
い

に
間
に
合
う
よ
う
に
お
渡
し
す
る
た
め

f
、
す
．
年
金
証
書
の
提
出
を
忘
れ
る

と
、
八
月
期
の
支
払
い
か
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
、



4
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す
。

み
ん
な
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
土
地
利
用

『
認
定
農
業
者
制
度
の
お
知
ら
せ
』

ひ
と
り
よ
り

　
み
ん
な
が
自
分
勝
手
に
土
地
を
利
用

し
、
自
分
の
利
益
だ
け
を
考
え
て
投
機

的
な
土
地
取
引
を
行
っ
た
ら
ど
う
な
る

で
し
よ
う
か
？

　
土
地
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
国

民
の
皆
さ
ん
に
土
地
は
公
共
性
、
社
会

性
を
持
っ
た
資
源
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
持
っ
で
、
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
元
年
に
で
き
た
土
地
基
本
法

は
、
土
地
対
策
を
進
め
て
い
く
に
あ
た

っ
て
国
民
共
通
の
認
識
と
す
る
こ
と
が

必
要
な
基
本
的
な
四
つ
の
考
え
方
を

「
土
地
に
つ
い
て
の
基
本
理
へ
．
心
」
と
し

で
、
定
め
て
い
ま
す
。

①
土
地
に
つ
い
て
は
公
共
の
福
祉
が
優

　
先
し
ま
す
．
．

2
土
地
は
適
正
に
、
か
つ
計
画
的
に
利

　
用
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
，

③
投
機
的
な
土
地
取
引
は
行
わ
れ
て
は

　
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

①
土
地
の
価
値
の
増
加
に
伴
う
利
益
は

　
適
切
な
負
担
で
社
会
に
還
元
さ
れ
な

　
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、

●
土
地
取
引
に
は

　
　
届
出
が
必
要
で
す
。

　
一
定
面
積
以
上
（
都
市
計
画
区
域
五

千
㎡
以
上
、
都
市
計
画
区
域
外
一
万
㎡

以
上
）
の
土
地
取
引
を
し
よ
う
と
す
る

時
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
つ
き
あ

ら
か
じ
め
市
町
村
を
経
由
し
て
知
事
等

に
届
け
出
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
地
価
公
示
価
格
と
は
、

　
毎
年
三
月
に
国
土
庁
か
ら
発
表
さ
れ

る
標
準
的
な
土
地
の
価
格
で
す
。
土
地

売
買
の
時
は
、
ま
す
地
価
公
示
価
格
を

調
べ
、
売
買
の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
，

　
地
価
公
示
価
格
や
周
辺
の
状
況
な
ど

を
細
か
く
記
載
し
た
書
面
は
、
市
総
務

部
企
画
財
政
課
に
宮
城
県
内
の
も
の
が

揃
え
て
あ
り
だ
れ
で
、
も
簡
単
に
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
無
料
相
談

　
㈹
日
本
不
動
産
鑑
定
協
会
か
四
月
に

全
国
の
都
道
府
県
庁
所
在
地
な
ど
で
、

　
土
地
の
評
価
な
ど
に
つ
い
て
無
料
相

談
会
を
開
き
ま
す
。
開
催
場
所
、
開
催
日

時
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
宮
城
県
企
画

部
土
地
対
策
課
（
a
O
二
二
－
二
一
一
－

二
四
四
四
）
に
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
、

　
土
地
取
引
、
地
価
公
示
な
ど
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
総
務
部
企
画

財
政
課
企
画
調
整
係
⑳
三
六
一
へ

　
認
定
農
業
者
制
度
と
は
、
「
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
」
の
中
の
「
農
業
経

営
改
善
計
画
の
認
定
制
度
」
に
基
つ
く

も
の
で
、
効
率
的
で
安
定
的
な
農
業
経

営
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　
認
定
農
業
者
制
度
は
、
あ
く
ま
で
も

農
業
経
営
者
の
申
請
に
よ
る
も
の
で
、

行
政
が
一
方
的
に
特
定
の
人
を
選
び
出

し
て
認
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
、
農
業
に
本
気
で
取
り
組
も
う
と
い

う
入
が
、
自
分
で
農
業
経
営
を
考
え
、

そ
の
計
画
書
を
作
成
・
申
請
し
、
市
か

ら
認
定
を
受
け
る
も
の
で
す
。

　
計
画
書
に
は
自
分
の
目
標
を
記
載
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
、
こ
れ
は

市
か
定
め
る
「
基
本
構
想
」
の
農
業
経

営
指
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
、
農
用
地
を
効
率
的
で
総
合
的

に
利
用
で
き
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
計
画
書
の
作
成
に
は
、

市
、
農
業
委
員
会
、
農
協
、
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
な
ど
か
応
援
し
ま
す
，

　
計
画
書
が
市
に
認
定
さ
れ
る
と
、
農

用
地
の
斡
旋
や
税
制
上
の
特
例
措
置
、

農
林
漁
業
金
融
公
庫
な
ど
に
よ
る
融

資
、
目
標
達
成
の
ゾ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
な

ど
、
関
係
機
関
が
様
々
な
バ
ソ
ク
ア
．

プ
を
し
ま
す
。

　
や
る
気
が
あ
っ
て
将
来
の
経
営
展
開

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
農
家
で
あ
れ

ば
、
規
模
や
経
営
方
針
な
ど
は
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
申
請
者
の
要
件
と

し
て
年
齢
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
農
林
課
、
農
協
、
農

業
委
員
会
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　農業経営指標の例

〔個別経営体〕

　　　　経営規模
15ha

30頭、飼料畑3ha、水稲4ha

50頭、水稲2ha

40頭、水稲4ha

いちご2，000m’、水稲1ha、

もろきゅうり施設2，000m’、

露地2，000m＝、水稲3ha

45豆頁、　倉司米斗火田4ha

施設菊2，000m7、水稲4ha

　類　型

稲　　　作

酪農＋稲作

養豚＋稲｛乍

肉牛＋稲作

施設野菜

　　＋稲作

酪　　　農

施設花き

　　＋稲作

りんご2ha、水稲lha果樹＋稲作

〔組織経営体〕

経営規模
45ha

　類　型

稲　　　作

団
彌
韓
羅
の
方
に

　
市
敬
老
祝
い
金
を
贈
呈
し
ま
す

　
本
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
f
、
に
こ
の

年
齢
に
な
る
方
で
、
今
年
三
月
三
十
一

日
現
在
に
お
い
て
日
本
の
国
籍
を
有

し
、
白
石
市
に
住
居
を
有
す
る
方
に
市

敬
老
祝
金
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

○
金
　
額

　
満
7
7
歳
～
87
歳
に
な
ら
れ
る
方

　
　
　
年
額
　
　
五
、
○
○
○
円

　
満
8
8
歳
～
99
歳
に
な
ら
れ
る
方

　
　
　
年
額
　
一
〇
、
○
○
○
円

o
持
参
す
る
も
の
　
通
知
書
、
印
鑑

○
そ
の
他

　
受
理
は
代
理
の
方
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
（
印
鑑
は
該
当
者
本
人
の
も
の
）

白
歳
以
上
に
な
ら
れ
る
方
に
は
後
日
贈

呈
い
た
し
ま
す
，

※
通
知
書
は
四
月
三
日
付
で
発
送
い
た

　
し
ま
す
か
、
該
当
さ
れ
て
い
る
方
で

　
通
知
か
な
い
場
合
に
は
市
福
祉
事
務

　
所
総
務
係
⑲
一
五
二
に
お
申
し
出
く

　
だ
さ
い
。

1
鑑

日程表
　場　　所

白石市福祉事務所

越～可事務」塑弄各戸斤

斎川事務連絡所

大鷹沢事務連絡所

白川事務連絡所

戸』・原事務遵甕糸各戸斤

大平公民館

福岡公民館

時間円日

4F前9時

　～
午後3時

4月

20日

地区

白石

越河

斎川

大職尺

白川

小原

午前9時
　　｝

午後3時

4月

Z1日

平
　
岡

大
　
福

瓶

も
う
す
ぐ
新
学
期
／

　
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
／

　　聾．懇

老
人
保
建
の

　
　
「
窓
口
で
支
払
う
費
用
」
の
お
知
ら
せ

　
四
月
な
る
と
、
新
入
学
児
童
が
期
待

に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
小
学
校
に
通
い
は
じ

め
ま
す
。

　
子
ど
も
は
一
つ
の
事
に
夢
中
に
な
る

と
他
の
事
が
目
に
は
い
ら
ず
、
周
囲
の

状
況
に
か
か
わ
ら
ず
行
動
し
て
し
ま
い

ま
す
．

　
車
を
運
転
す
る
人
は
、
急
な
飛
び
出

し
や
横
断
に
充
分
注
意
し
、
ま
た
危
険

な
行
動
を
見
か
け
た
ら
声
か
け
を
す
る

な
ど
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
未
来
あ
る

子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま

し
よ
・
つ
ー

【
幼
児
の
交
通
安
全
指
導
ポ
イ
ン
ト
】

1
、
「
車
に
気
を
つ
け
よ
う
」
と
い
う

　
「
交
通
安
全
の
心
」
を
育
て
る
、

2
、
見
る
、
知
る
、
考
え
る
な
ど
危
険

弱

　
を
理
解
し
、
判
断
す
る
た
め
の
能
力

　
の
育
成
を
図
る
。

3
、
ど
の
よ
う
な
行
動
が
危
険
な
の
か
、

　
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
の

　
か
を
具
体
的
に
繰
り
返
し
教
え
る
。

4
、
「
飛
び
出
し
」
防
止
の
指
導
を
徹
底

　する。

5
、
ど
の
よ
う
な
場
所
・
位
置
で
横
断

　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
ど
の

　
よ
う
な
場
所
・
場
合
に
横
断
し
て
は

　
い
け
な
い
の
か
を
具
体
的
に
指
導

　
す
る
。

6
、
横
断
す
る
前
に
道
路
の
左
右
を
し

　
っ
か
り
見
る
こ
と
を
習
慣
つ
け
る
。

7
、
戸
外
で
の
遊
び
は
場
所
・
範
囲
な

　
ど
具
体
的
に
指
示
す
る
。

　
老
人
保
健
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ

た
場
合
に
自
分
で
支
払
う
費
用
（
一
部

自
己
負
担
金
）
は
、
次
の
よ
う
に
段
階

的
に
変
わ
り
ま
す
。

入院時の食事代の標準負担額

600円1日般

450円1日
90日までの
入院

300円

楽

1目
90目を越え
る入院

住
民
税
非
課
税

世
帯
等

200円

栄

1日

住民税非課税世帯
等で老齢福祉年金
の受給権者

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
庁
は
、
標
準

負
担
減
額
認
定
証
（
申
請
に
よ
り
交

付
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
．

o
問
い
合
わ
せ
先
市
保
健
課
⑥
六
〇
三

入院（1日につき）

　　700円

外来（1か月につき〕

　　1，000円

ヤ尭

　　700円

入院目数分支払
う（ただし、住

民税非課税世帯
等で、老齢福祉
年金の受給権者

は、1目300円
を2か月間だけ
支払う）

　1，0田円

ひとつの医療機
関ごとに毎月最
初の診療目に支
払う。総合病院
では各診療科ご
と、医科と歯科

では別々に支
払う

平成7年
3月31目まで

平成7年4月から

平成8年3月まで

支払い
の方法

今
年
の
春
の
交
通
安
全
運
動
は

　
五
月
十
一
日
か
ら
一
一
十
日
ま
で
の
十
日
間
／

　『叢箪
コ
一

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た

　
今
年
は
、
四
月
に
統
一
地
方
選
挙
か

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
四
月
六
日

か
ら
十
五
日
ま
で
の
十
日
間
実
施
し
て

お
り
ま
す
春
の
交
通
安
全
運
動
は
、
五

月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十
日
問

に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

　
市
民
の
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

蝋
■
㎎

七
十
歳
以
上
の
方
に
ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
し
ろ
い
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
用
割
引
券
を
交
付
し
て
い
ま
す

　
本
年
度
も
、
ス
パ
，
シ
ュ
ラ
ン
ド
し

ろ
い
し
を
利
用
さ
れ
る
七
十
歳
以
上
の

市
民
の
方
に
、
一
回
割
引
三
〇
〇
円
の

券
を
二
枚
交
付
し
ま
す
、
（
平
成
七
年
四

月
～
平
成
八
年
三
月
ま
で
）
ご
利
用
く

だ
さ
い
、
、

o
交
付
場
所
　
福
祉
事
務
所
、
各
事
務

　
連
絡
所
、
各
公
民
館

○
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
事
務
所
　
長

　寿福祉係

㊨
一
五
四

　本

年
四
月
一
日
か
ら
助
成
券
（
市
内

タ
ク
シ
ー
会
社
に
お
け
る
基
本
料
金
相

当
額
割
引
券
）
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る

対
象
者
の
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た
。

○
対
象
者

●
身
体
障
害
者
手
帳
「
一
級
」
「
二
級
」

　
及
び
「
三
級
（
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

　器、

ぽ
う
こ
う
、
直
腸
ま
た
は
小
腸

　
の
機
能
障
害
を
有
す
る
も
の
に
限

　
る
）
」
を
お
持
ち
の
方
。

●
療
育
手
帳
「
A
」
を
お
持
ち
の
方

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
「
一
級
」
に
該

　
当
し
て
い
る
児
童

o
持
参
す
る
も
の

⊃
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
も
し

　
く
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書

②
印
鑑

○
申
請
期
間

　
　
平
成
七
年
四
月
よ
り
随
時

　
た
だ
し
、
申
請
か
遅
れ
た
時
は
、
1
か

月
を
単
位
と
し
て
助
成
券
の
交
付
枚
数

か
減
る
二
と
に
な
り
ま
す
の
で
申
請
は

早
め
に
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
．

o
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
事
務
所
⑳
一

　
五
六

一
職
盤
国
税
だ
よ
り

　
国
税
専
門
官
採
用
試
験
受
験
者
募
集

　
入
事
院
・
国
税
庁
で
は
「
国
税
専
門

官
採
用
試
験
」
の
受
験
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

○
受
験
資
格
　
昭
和
四
卜
三
年
四
月
二

　
日
か
ら
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
ま

　
で
に
生
ま
れ
た
方

O
試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

○
受
験
申
込
受
付
期
間

　
平
成
七
年
五
月
八
日
㈲
か
ら
五
月
十

　
五
日
⑳

o
受
験
申
込
提
出
先

　
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

○
試
験
日
と
試
験
内
容

　
第
一
次
試
験
〔
教
養
試
験
、
専
門
試

　
験
）
平
成
七
年
六
月
十
七
日
ω
及
び

　
十
八
日
印

　
第
二
次
試
験
（
個
別
面
接
、
身
体
検

　
査
）
平
成
七
年
八
月
二
十
一
日
側
八

　
月
二
十
二
日
ω
⇔
の
指
定
す
る
日

○
合
格
者
発
表

　
第
『
次
試
験
合
格
者
は
七
月
二
十
八

　
日
㈲
、
最
終
合
格
発
表
は
九
月
六
日
困

※
ま
た
、
申
込
用
紙
な
ど
詳
し
い
こ
と

に
つ
い
て
は
、
入
事
院
東
北
事
務
局
の

ほ
か
仙
台
国
税
局
入
事
第
二
課
、
最
寄

り
の
税
務
署
総
務
課
な
ど
に
お
聞
き
く

だ
さ
い
．

　
人
事
院
東
北
事
務
局

　
費
〇
二
二
上
＝
二
－
二
〇
二
二

　
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

　
費
〇
二
二
－
二
六
三
⊥
一
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
）
一
二
一
＝
二
山
ハ



戯

■～、

趨
　　噛

乳ガンを自分で

見つけましょう

．

繰

公
立
刈
田
綜
合
病
院

　
　
副
院
長
　
熊
谷

　
　
　
　
、
　
　
・

　
　
　
　
り

　
　
　
　
印
臨
．

　
　
　
　
ド

　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
み
　
ち

ぐ
両

暢
夫

国イ

す
で
に
十
六
年
以
上
の
歴
史
を
も

つ
白
石
市
の
乳
ガ
ン
検
診
の
申
し

込
み
は
五
月
か
ら
で
す
．
、
十
年
前

に
は
四
百
名
し
か
受
診
者
が
な
く

地
．
兀
の
診
断
委
貝
の
］
人
と
し

で
、
、
気
を
も
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
．そ

の
後
保
健
行
政
の
ご
努
力

や
、
精
密
検
査
が
そ
の
場
で
可
能

な
宮
城
県
方
式
の
優
秀
な
成
績
の

評
価
、
何
よ
り
近
年
の
わ
か
国
の

乳
ガ
ン
患
者
の
著
し
い
増
加
な
ど

で
皆
さ
ん
の
関
心
か
高
ま
り
、
昨

年
は
三
千
人
近
い
方
が
受
診
し
ま

し
た
．
、
そ
の
う
ち
四
例
の
乳
ガ
ン

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
が
、
早
期
発

見
だ
っ
た
の
で
す
ぐ
手
術
を
し
て

元
気
に
生
活
し
て
い
ま
す
．

直
径
二
㎝
以
内
の
乳
ガ
ン
は
ほ

ほ
百
％
治
癒
し
ま
す
し
、
さ
ら
に

乳
房
を
全
部
と
ら
な
い
て
・
膚
す
「
乳

房
温
存
手
術
法
」
も
当
院
で
実
施

し
て
い
ま
す
、

胃
ガ
ン
や
子
宮
ガ
ン
と
違
い
、

乳
ガ
ン
は
自
分
で
、
乳
房
の
「
し
こ

り
」
に
気
つ
き
早
期
発
見
が
可
能

で
す

．
検
診
の
際
に
こ
の
自
己
検

診
法
も
て
い
ね
い
に
説
明
し
ま
す
「
．

乳
ガ
ン
検
診
を
受
け
る
こ
と
は
、

女
性
に
と
っ
て
の
当
然
の
責
務
と
思

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
．

労働保険料の

　申告納付について

　労働保険料（平成6年度確定、平

成7年度概算）の申告納付手続きの

時期ですので忘れすに納付してくだ

さい。

○申告納付期限　4月1日～5月15日

○申告納付手続

　最寄りの銀行、郵便局、県雇用保

　険課、宮城労働基準局、各労働基

　準監督署の窓口へ

O問い合わせ先

　県雇用保険課〔費1）22－211－2783～

　2785）

　労働基準監督局労災補償課

　（豊022－299－8842）

日本道路公団からのお知らせです

ります。』

　改定後の白石からの主なインターチ

青森

7，300

7，800

盛岡

4，50

4，80

山台宮上成

　95更）

1，0しめ

山形蔵圭

1，6く）O

l『500

c・「4月10日から高速道路の料金が変わり

　皆様のご理解とご協力をお願いします・

エンジまでの通行料金は次のとおi）です、

●普通車

※4月10日から50，〔）1）（〕円のハイウェイカードを新たに発売いたします。　　　　　　県雇用保1⊃萸課1饗QZ∠一∠1⊥一z〆δ

このカードは、50，00〔）円のお支払いで58，000円分の二利用かできます。　　　　　　2785）

つ問い合わせ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　労働基準監督局労災補償課

J　H仙台管理事務所　aO22－226一（1631総務助役又は業務助役まで　　　　　　　（豊022－299－8842）

鎌平成7年4月から　　　　　　　　　瞬平成7年4月から雇用保険の
毒　法定労働時問が変更になります　　．　新しい制度がスタートします

［高年齢継続給付］

　60歳以上65歳未満の被保険者であって、被保険者てあ

’一、た期間か5年以 ヒてある方か、6（1歳時点の賃金と比へ

て85％未満の賃金で働いている場合に受給て1きます．

［育児休業給付］

　被保険者てある方か、1歳未満の子を養育するために

育児休業を取得したときに受給できます ，

　ただし、原則として育児休業開始以前2年問に通常の

就労を行っていた期間が12か目以上あることか必要てす

　詳しくはハロー「フーク白百〔白石公共職業安定所費

25－31〔）7）へお問い合わせください．

　・F成7年4月1日から、規模1〔広未満の製造業等一部の

事業場についての1週問の法定労働時間か短縮されます、

D製造業、鉱業、建設業、運輸交通業、貨物取扱業及び

　清掃・と畜業の事業のうち規模10八未満の事業場の週法

　定労働時間については、週44時間に短縮されます．

②商業、接客娯楽業の事業のうち規模5入末満の事業場の

　週法定労働時間については、週46時間に短縮されます．

　各事業場で定める1週間の所定労働時間については、上

記の時間を超えることかできませんので二』留意ください、

　なお、詳しくは最寄りの労働基準局、労働基準監督署にお

たすねください

『
躍
“

臓憂コ
　　　、、

　　　、曳
　　　　嵐
　　　　ド　　　　、　　　　　蒐
　　　　　塾1　　　　　1　　　　　κ　　　　　ペ　　　　　セ　　　　　ー　　　　　ロ　　　　　セ　　　　　モ

　　　　ロ　　ロ白石市食生活改善推進貝　　鐸

畑中敬子さん’
　　　（斎川）ノ

　　　　！
　　　　ノ
　　　凶〆

乳製品を使った
1土

覧

、／

春の香ゆごはん
牛乳で炊いた山菜こはん。

こくのある味で牛乳が苦手

な方でもおすすめです。

　　材料〈4人分〉

米……………一…臼…3カッブ

竹の子……・…………・・100曾

ふき一　…一……　　・2本

わらひ……　　…………50曾

えび・・……　　　（無頭）100g

グリーンピース……大さじ2

A：（水1濱カッブ、牛乳2

カップ、酒大さじ3、塩小さ

じ1イ、淡口醤油小さじ2）

【
作
り
方
】

①
米
は
炊
く
1
時
間
前
に
洗
い
ざ
る
に

上
げ
て
お
く
。

②
竹
の
子
は
7
㎜
の
角
切
り
、
ふ
き
・
わ

ら
び
は
色
よ
く
あ
く
抜
き
を
し
て
ゆ

で
、
1
㎝
の
小
口
切
り
、
え
び
は
ー
㎝

　
の
駄
．
か
つ
切
り
に
す
る
。

0
釜
の
中
に
①
②
と
A
を
入
れ
て
炊
く
。

④
塩
ゆ
で
し
た
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
を
ご

飯
に
混
ぜ
る
。

囹匹］回

、
．
．
一

制h

嚢
．
メ

、
凶
濃
麗

麺

　
不
足
し
が
ち
な
カ
ル
シ
ウ
ム
を

効
率
よ
く
と
る
に
は
、
吸
収
率
の

高
い
牛
乳
・
乳
製
品
が
『
番
で
す
。

吸
収
率
で
見
る
と
、
牛
乳
が
5
0
％

て
、
小
魚
は
3
0
％
、
野
菜
は
2
0
％

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
肥
満
が
気
に
な

る
人
は
低
脂
肪
乳
や
ス
キ
ム
ミ
ル

一
ク
、
甘
さ
を
ひ
か
え
た
ヨ
ー
グ
ル

ト
等
を
／
，

O
㌔
　
　
「
［
’
「
彦

）

閉
，
・

難

’

（
U

匡Q
、
大
量
に
買
っ
た
健
康
食
品
を

返
し
た
い
。

四
日
前
、
ク
ロ
レ
ラ
を
飲
ん
で

腰
痛
が
嘘
の
よ
う
に
治
っ
た
と
い

う
体
験
談
が
載
っ
た
折
り
込
み
広

告
を
見
て
興
味
を
持
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
販
売
業
者
が
た
ず
ね
て
き

ま
し
た
．
．
ク
ロ
レ
ラ
食
品
の
購
入

契
約
を
勧
め
ら
れ
、
試
し
に
一
瓶

だ
け
買
う
と
言
う
と
「
薬
で
は
な

い
の
で
即
効
性
が
な
く
、
最
低
六

か
月
間
は
飲
み
続
け
な
い
と
効
果

は
現
れ
ま
せ
ん
．
．
」
と
熱
心
に
勧

め
ら
れ
、
ク
ロ
レ
ラ
の
錠
剤
卜
瓶

と
液
十
本
、
合
計
八
十
三
万
円
の

購
入
契
約
を
し
ま
し
た
。
頭
金
三

万
円
を
支
払
い
、
残
リ
を
ク
レ
ジ

ヴ
ト
契
約
に
し
で
、
契
約
書
に
サ
イ

ン
を
し
、
控
え
を
も
ら
い
、
飲
み
方

な時クーリング
できるでしょうか

封
し
ま
し
た
。
三
日
間
服
用
し
た

ら
下
痢
を
す
る
の
で
不
安
に
な
り
、

業
者
に
解
約
を
申
し
出
た
と
こ
ろ

「
ク
ロ
レ
ラ
は
消
耗
品
な
の
で
飲

用
も
し
く
は
開
封
し
た
ら
解
約
は

で
き
ま
せ
ん
．
、
」
と
断
ら
れ
ま
し
た
．

．

解
約
鵡
．
」
き
る
で
し
ょ
う
か
，
、

A
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
ま
す

セ
ー
ル
ス
マ
ン
か
「
飲
み
方
を

指
導
し
ま
す
。
」
と
い
っ
て
わ
ざ
と

開
封
さ
せ
で
、
解
約
を
断
わ
る
こ
と

か
あ
り
ま
す
．
．
二
の
よ
う
な
場
合
、

消
費
者
の
意
志
に
よ
る
開
封
で
は

な
い
の
で
解
約
〆
、
」
き
ま
す
．
．
ク
ー

リ
ン
ク
オ
フ
は
契
約
書
を
受
け
取

っ
て
か
ら
八
日
間
以
内
f
、
す
、

　
　
　
〔
消
費
生
活
相
談
室
）
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講
惑
疑

撫スパツシュランドしろし、し且29『2326

4月の休館日　12日・26日

靱「湯っくり湯ったり温泉健康講座」受講生募集

スパッシュランドしろいしの温泉

に入りながら、楽しいお話を聴いた

り、レクリェーションをしたり、湯

っくり楽しいひとときを過ごしませ

んか。

○日時平成7年5月～平成8年
3月までの第3水曜日10：30～14：30

（ただし、8月は休講いたします）

○場所　スパッシュランドしろいし

○定員50名
○受講料　2．000円

　（施設利用料金、資料代等1

博可’」一　　　　　イ愛イ家食生活

　　　　　謁師伊藤萄思子瓶士

　　　　　　殉

○申し込み先

スパッシュランドしろいしまで直

接電話でお申し込みください，

●
●

市民会員、各種会員加入

　並びに更新手続に

　　　つし、て

《固人会員》

各教室のこ案内　一4月1日から受付開始
い1こ成7年4月一平成8年5月1

○会員料金：年間51，500円です．

　（次年度以降41，200円）

rつ特　典：年内何度利用してもフ

　　　リーパスです、

曜　　円

教

　
　
名

時

間

午

前

午
後

夜

月

　
め
ス

0
3
一

3
H
コ

隙
～
礎

ー
基

オくf永孝文鱗‘

（14：0〔）

一15：0「｝｝

基礎コース

トレーニング教室

（18：30

～19：30〉

火

水泳教室
（1〔）＝30

～II：30）

中級コース

アケアビクス教室

q4：00
～15：0〔））

初心者コース

エアロヒクス教室

（！8130

　～19：30）

初級ヨース

水 木

アクアビクス教室

qO：3｛）

～l　l：3〔D

中級コース

水泳教室
（18二30

～19：30）

5／ll～11／2

基礎コース

金

水泳教宰
（1〔）：3〔）

一！ll30）

中級コース

トレーニング教室

（18：30

～19；30）

上

エアロビクス教室

q4：1）∩

～15：00｝

初心者コース

エアロビクス教室

（15：30

～16：30）

中級コース

∩申し込み方法　受講料2，000円を添えて直接スパッシュランドヘ申し込

　　　　みください。
　■水泳教室

　∩内　容　　〔基礎コース〕まったく泳げない方を対象

　　　　〔中級コース〕泳ぎがじょうずにな1）たい方を対象

　○募集人員　基礎コース、中級コースとも20名

　■アクアビクス教室

　水の中でのびのびと心も体もリフレノシュしてみませんか？

　泳げない方、初めての方でも安心してできます。

　∩主催　白石市国民健康保険
　∩内　容　　体に無理のない水中での有酸素運動を行います。

　∩募集人員　18歳以ヒの市民30名

　※祝日の水泳教宰、トレーニンゲ教室、アクアビクス教室は行

　ないません

《市民会員》

〔腐石市民の家庭単位に発行する会

員証で会員料金は年間5，150円です

∩特典：割引料金で利用できます、，

（一般利用料金の約2　3の割引に

なります。 ）

《法人会員》

○会員料金

市内…初回登録料！0，000円

年間一口　A会員　51，500円

　　　B会員125，300円
90枚のチケットを交付

市外…初回登録料　20，000円

年間一口　A会員103，000円

　　　B会員250，600円
180枚のチケットを交付

○特典

A会員　　1，540円の利用料金がお

　　一ノk1回5！0円で利用できます』

B会員　施設利用料金は無料で、

　　ランジウェア、バスタオル

　　付です。

更新のこ案内

会員証の更新手続きについては有

効期間の切れる1か月前にご通知い

、4月1日から夏休みの子供会利用受付を始めますノ
4月1日から電話予約を始めますのでお早めにお申し込みください。

市内の子供会に限り、無料送迎バスも用意しておりますので、どうぞこ利用ください。

翻

たします。ぜひ更新され

て、引き続きスパッシュ

ランドしろいしをご利用

ください。

翻弥治郎こけし村
佃26－3993

　　ヘド　り　　　ニ　マ　じ

ll、幽・参

　　，零．

オープン1周年記念
「美・こだわりだるま展」

姫だるま、男だるま、夫婦だるま、

やじろべえだるま、七転八起だるま

・・工人の温もりを感じる作品の展示

・即売いたします。

O目　時　4月22日（土）～5月14日（日）

　　　9：00～16：30

（但し4月26日（オり・5月10日（掬は休

村日です。）

展示品の一部展示替（開放展示室）

全国のこけし工入並びにマニアの　　具の一部を展示替えいたします。ぜ

方々から寄贈されましたこけし、玩　 ひご来村ください。

命働く婦人の家＿5構㌦肱細

特別講座・ふるさとの山を観る講座受講生募集

○日　時　4月25帥火）

　　　813（〕～16：0〔）頃

○場　所　山形市植物園

∩内　容　ざぜん草、水芭蕉の観察

○講　師　渡辺　信有先生

∩参加費用　1。20〔卜2，000円位

　　（バス代、保険代等）

φ図書館

○定　員　25名

○申し込み期間　4月7日から

　　1定員になり次第締め切ります。）

○申し込み方法

白石市働く婦人の家に直接ご来館

いただくか、電話にてお申し込みく

ださい，

智26－3004

4月1日から本の貸出し登録番号の書きかえを行います

書きかえは備え付けの用紙に必要　　　移動図書館“こまくさ号”でも4

事項を書いて受付に出してください。　　月から登録番号の書きかえを行ない

初めて利用される方も、’　　　1　　ますので利用されるときに手続きを

手続きを済ませてから本を借1）てく　　　してください．

ださい

　　　　　　平成7年度利用案内庫
●利用できる方は自石市内に住んで　　　セラーは5日間、グループの場合は

いる方または白石市に通勤、通学し　　　1か月間の貸出しとなりますの

ている方です。　　　　　　　　　　　●読書相談、調査研究などをこ希望

●本は1人5冊まで15日問借りられ　　　の方は、係にお申し出ください一

ます。　（新刊雑誌は3日間、ベスト

　　　　　　　　　　　　　　　閣

図　　　垂　　　・喜

ひ⑥・ば

L　l　BRARY　NEWS

★今月の書棚（子ども読書室）

　　　　〈全12巻〉ポプラ社

■新着図書30選

1、マルチメディアを読む事典

　　　　　　H辛羊ヒジネスη袖
2　極穿ぐ‘争 ヒ・牛も死も悦べる世界

　　　　　　須藤降fllI署
3　臼　勺子言ガ士質群の言迷・㌃駐f北東」ヒと岬芝夷

　　　　　　ノく友幸男著
4　ハントフノク‘、う宣辱勿ヲぐf千〔PL耳去・亭眉去

の解説と業種別対応　　羽成　守（ほか1編

5　定年後こそ、入牛の旬・加齢を華麗に生

きる実践ハでフル　　　　　　，島汗　1f薯

6　台所i豊具』・まむカ・し　　　小泉　千口子著

7　資格取り方選ぴ方全ガイド1996年版

　　　　　高嬌書店漏集部編
8　痴呆になる人みる人、痴呆症ケアのために

　　　　　　平III　晃著
9　いのちとリスム・無隈の繰り返しの中て

　　　　　　仰‘尺梓子著
1〔）．名よを科学する

口本地下水学会「名水を科学する」桶耳、委員会編

11．ダイエソトの本はもういらない

　スーシー・オーバノク著・落含　恵子訳

12　おいしさの利学味を良くする科学・食へ

物の不思議なサイエンスを探る河野　友美著

13ウィクトリアン花刺繍・ウィリアム・モ
リスの世界　ペス・ラノセル著・山梨幹子訳

14新ぜいたくキ義育言ウオリテ補借「
の誕生　　　　　　　　　　電通一研

15　イチロー20歳の挑戦　　　　永谷　脩者

16．マンガ開碁入門　　　　白江治彦著
17　言語学への開かれた扉　　千野　栄一著

18　乱世に吼ゆ　　　　　　　松永　義弘著

19狐狸庵閑訟　　　　　遠藤周作著
20、およどん盛衰記・南方家の女たち

　　　　　　神坂　次郎著
21．安息の地　　　　　　　　IiIIU　健一著

22　日本人の不安　　　　　　鎌田　　慧著

23　ほんとの恋　　　　　　　 落合　恵子著

24　それからのお市の方・北ノ序落城異聞

　　　　　　中島道子著
25　たらちねの母　　　　　　垢堂　秀 三著

26　素晴らしき家族旅行　　　林　真理j㌧著

27　殺人のスポノトライト　　森村　誠一著

28　海の蝶　　　　　　　　　高橋　　治著

29　そして彼か死んだ　　　　北方　謙 三著

3∩．ロサムントおはさんの花束

　ロサムント・ピルチャー著・中村妙チ訳

∩開館時間　火曜～土曜日　9時～1フ時

　　　日曜日　　　10時～16時
凸休館日　4月3日、10日、17日・24日・

　　　29日、30日月末整理日
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平成7年度白石市奨学生募集〃 白石市民春まつり
イベント参加者募集〃

市内に1年以上住んでいる方の子

弟で高等学校以上の学校または、こ

れと同等の学校に在学する学術優秀、

品行方正、心身ともに健全で経済的

事由により学資の支払いの困難な学

生を対象に奨学生を募集します．

区分

大学生

短大生

高校生

募集人員

5人以内

3人以内

2／k以内

貸付金額

月額25，000円

月額25，〔）00円

月額15，000円

※募集入員は応募状況により変更す

る場合もあります，，

∩申請の手続き　市教育委員会に用

意された申請用紙に所定の事項を記

入し、学校長の推せん書・成積証明

書・在学証明書を添えて、5月10日

吹ぽでに申請してください，

なお、日本育英会等の奨学金を受

けている方はご遠慮ください．

○賃付金の償還

①貸付期間満了の6か月後から月賦

均等償還により、貸付を受けた期間

の2倍に相当する期問内に償還する，

（繰り上げ償還もできます。）

②償還金は、納入通知書により市内

の収納代理金融機関に納入します。

※詳しくは、市教育委員会事務局管

理課総務係暦25－2111（内線）404・405

へ、

一私の好きな白石一写真募集

新企画「しろいしベスト展』

白石市民春まつり協議会では下記

のイベントを計画しており、それぞ

れ参加者を募集しています。参加資

格は特にあン）ませんが、春まつりを

盛ρ）上げてくださる方ならどなたで

も結構です。

皆様の参加をお待ちしてお1）ます、

1　春まつりパレード（樽みこしを

準備しております）

2　平成片倉家中旗コンクール

3　片倉甲胃行列

○参加申し込み・問い合わせ先

〒989－02　白石市本鍛治小路13

　　　白石青年会議所内
「白石市民春まつり協議会イベント

f系」　乞rO224－24－4555

0受付時問（月曜～金曜まで午前10

時から午後2時まで）

広報しろいしでは、現在新企画と

して「しろいしベスト展」と題して、

白石の素晴らしい風景などを写した

写貞をお寄せいただき毎月紹介する

コーナーを考えています。そこで、

あなたのとっておきの白石の写真を

募集しています。白石市内で写した

写真であれば、撮影年代、白黒、カ

ラーを問いません。

住所、氏名、年齢、電話番号、何

年頃のどの様な写真か、お気に人り

の理由などを名記のヒご送付くださ

いr

なお、お送1）いただいた写真は、

広報しろいしのほか、各種資料写真

として使用させていただきますので、

ごr承ください，

○送付、問い合わせ先

〒989－02白石市大手町1－1

市秘書広報課　a25－2111

※お送1）いただいた写真は原則とし

てお返しいたしませんネガ、ポジ

をお送りいただいた場合はこちらで

複写してお返しいたします，

福祉レクエーション教室一第5期一参加者募集

神明社春の例大祭の神輿
渡御への一般参加者募集

○資　格　白石在住、または白石出

身の方で昭和27年4月2日から昭和

28年4月1日までに生まれた男性

○集合時間　5月3日8：00

0集合場所　神明社

○会　費　5，1）OO円（懇親会費含む）

∩連絡先　昭和27・28年同年会

会長　斎藤卓郎（盈25－1191）まで

○締め切り　4月20日

自衛隊幹部候補生募集

○日　時　4月20日～5月25日

毎週木曜H（計5回｝19：00～21）：30

Cl内　容　福祉ゲーム、レクダンス、

　　マジソク、ニュースポーツ
Ol場　所　城北コミュニテで一セン

　　　ケー（自石市水道事業所）

　　　白石第一小学校体育館

○参加費　1，000円（保険、資料等）

○申し込み　参加費を添えて当協議

会備付けの用紙で4月14日まで申し

込んでください。

○申し込み・問い合わせ先

白石市社会福祉協議会（市役所内）

費25－21111内線）159

○受付4月20印木）

　　　　　～5月26日（斜
○資　格　22歳以ヒ26歳未満

　（来春大学卒業見込含む）

○試験6月24陣＋嘩記試験
○初任給　209，50〔）円（大学院修士

　　課程終了者は226，700円）

※詳しくは大河原募集事務所費0224

－53－2185へ。

騨

公立刈田綜合病院
臨時職員募集

○職種及び採用予定人員

看護婦（有資格者）　若干名

看護助手　　　　　　若干名

調理員　　　　若干名
○応募要件

ふれあい看護体験’95

○日　時　5月11日1木9：30～15：00

0実施病院　公立刈田綜合病院

○内　容　見学と体験が中心です。

○資　格　看護に関心を持つ方なら

　　どなたでも大歓迎です。

○応募締切　4月19日（水必着

○応募方法　住所、氏名、年齢、職

業、電話番号を明記の上、ハガキで

お申し込みください。定員になり次

第締切ります。

∩応募先　〒989－02白石市大手町2－1

公立刈円綜合病院総婦長　費25－2145

（内線）330へ：

市民合唱団員募集ノ

平成7年4月1日現在で満年齢40

歳未満の方で心身ともに健康な方

○採用日　随時

○勤務場所　公立刈田綜合病院

○募集時間　随時（予定数になり次

　　　第締め切ります）
※雇用条件その他についての問い合

わせは、公立刈田綜合病院庶務課人

事係へ。智25－2145（内線）320

蔵王自然保護協会
会員募集

ファミリー八イキング

参加者募集

春の野営場と水芭蕉群を訪ねてみ

ませんか。

○日時　4月16日（111

0場　所　国立南蔵王青少年野営場

○対象小中学生とその親子
○定　員　80人

○参加費　一人80Q円

○参加申込　4月9日まで国立南蔵

王青少年野営場へ電話又はF　A　X

（TEL24－8！26・FAX24－8／28｝でお申し

込みください。

昨年から始まった市民合唱団では

団員を募集しております。

○練習日時　月2回土曜日14二〇〇～

（夜の練習も検討しています。）

○練習場所　中央公民館

○申し込み締切　4月28日〔金）

○対象市内に居住、または市内

に通勤通学する方ならどなたでも参

加できます。

○費用楽譜等の諸費

○問い合わせ先　白石市中央公民館

費26－2453。24－5377

武家屋敷に五月人形を
飾ってみませんか？

蔵王自然保護協会は郷土の自然環

境及び生物社会の保全・自然資源の

保存等広く自然保護に努める会です，

（）対象だれでも会員になれます、

○会費年額

個　ノk　　　l人1，〔）00円

賛助会員（法人）l　rl5，000円

　　（何口でも加入できます1

学生及び生徒　　1人　　300円

○問い合わせ、申し込み先

蔵王自然保護協会事務局（中央公民

館内智24－5377・26－2453）まで，

宮城青年海外研修事業

第6回みやぎ創造の翼参加者募集

教育委員会及び白石市文化体育振

興財団では、武家屋敷で「端午の節

句」の開催を予定してお1）ます。

つきましては、五月人形等を飾って

いただける方を募集いたします， た

くさんの方々の出展をお待ちしてお

ります、

○展示期間　4月29Hlb

　　　　　－5月7日llD
O展示場所

片倉家中武家屋敷「旧小関家」

○問い合わせ先

市教育委員会　生涯学習課

文化財係費25 2111（内線）412、413

○派遣コース、期間等

●大韓民国　8月16日一23H

定員30／k、参加負担金75，00Q円

●中華人民共和国　9月15日一22日

定員50人、参加負担金110，000円

●ヨーロッパ〔スイス、フランス〉

10月14日～261」、定員30名

参加負担金260，000円

∩参加資格　県内に居住する平成7

年4月1日現在20歳から39歳までの
男女，

○内　容　班別自主計画研修、交流、

ホームステイ、ホームビジット、各

種施設での研修など，

ウ応募方法　申込書を4月3日から

25目までに市教育委員会生涯学習課

社会教育係に郵送、または直接提出

してください・申し込み用紙は、市

教育委員会、県福祉事務所、県青少

年課にあります，

○申し込み・問い合わせ先

教育委員会生涯学習課社会教育係

盈25－2！11（内線）410

白石ODバドミントン
参加者募集

○日　時　毎週木曜日19：0〔）一21；00

0場所大平小学校体育館
○申し込み先　佐久間俊夫

　　　　費25－6802

「国際青年の村’95』の日本青年参加者募集

○日　時　7月29日～8月5日

（事前研修7月1日一2日）

○場　所　国立オリンピック記念青

少年総合センター（東京都）

○参加資格　20歳以L30歳未満ぐら

いの方ζ

○定員300名

○経　費　往復旅費等は参加者負担

○申し込み期間

　　4月3日～5月IO日（必着）
○申し込み・問い合わせ先

教育委員会生涯学習課社会教育係

盈25－2111（内線｝409

麟
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休日当番医

4月2日
内科水野クリニ・ノク岱25－2736

外科刈田病院餐25－2！45
歯科三沢歯科クリニノケ　智25－6483

4月9日

内科梅津内科医院謄24－3571

外科刈田病院恐25一一2！45
歯科水野歯科医院智26－2401

4月16日

内科柿　崎　医　院盈25－2210

外科刈田病院費25－2145
歯科村ヒ歯科医院暦33－4125

4月23日

内科亘理医院冠25－8501
外科加藤医院盈26－2653
歯科谷津歯科医院岱26－3254

4月29日

内科友　沼　医　院費25－2502

外科堤　医　院岱25－1181
歯科亘理歯科医院姪26－2563

4月30日

内科　r　l甫クリニック　費25－6854

外科橋本医院盈25－1616
歯科吉村歯科医院豊26－2118

市内の交通事故1／1楡鱈

　事故発生件数　　51件（162件）

　死亡者数　　0人（0人）

　負傷者数　　14人（30人）

　物損件数　39件（137件）

腫人口　42，213人（前月比）一16　日世帯数

　　界20・761　辱2L452舎12・406
※住民基本台帳から

2月28日現在

・公

　　立刈田綜合病院からのお知らせ

　4月から内科外来診療科の「院外

処方せん」を発行いたします。

公立刈田綜合病院では、昨年の6

月から医薬分業の制度を取を）入れ、

今までに皮膚科、小児科、眼科、外

科、整形外科、泌尿器科の各外来診

療科において、「院外処方せん」を

発行してお1）ましたが、新たに4月

から内科の外来診療科においても発

行することになりました。

　「院外処方せん」の発行を受けた

場合、受付、診察、会計は従来どお

りですが、診療が終った後に窓口で

「院外処方せん」を受け取り、患者

さんの都合のよい保険薬局等に「院

期
鴫

外処方せん」を持参して薬をもらう

ことができます、

医薬分業は、患者さんにとって

薬についての相談や服用している薬

についての説明を受けるなどの利点

がありますので、ご利用ください。

小児科の外来診療受付が4月から

変わります。

○予防接種　毎週火曜日の午後

○乳児健診　毎週金曜日の午後

（いずれも受付時問は1時～3時）

この診療時間の変更によ1）、火曜

日と金曜FIの一般診療は午前中のみ

となりますのでご協力をお願いしま

す二

たちは地域交通安全活動推進委員です

市内の交通安全の推進を図るため、

下記の方々が地域交通安全活動推進

委員として、宮城県公安委員会より

委嘱され平成7年1月より2年間活

動を行いますので、市民の皆さんの

ご協力をお願いいたします。

　　境について関心を
　　持っている方へ

地域の環境保全活動の指導助言に

あたる「環境保全活動アドバイザー」

が自石市内に2名います。

例えば町内会や老人クラブなど10

～50人ぐらいの会合の際に環境問題

等の勉強をしたい場合、アドバイザ

ーを講師派遣いたしますので、希望

される方は下記にご連絡願います，

○環境保全活動アドバイザー

南町2丁目2－48－1　飯沼　俊

田町1丁目4－36　　追木守人

詳しくは、市生活環境課豊25－2111

（内線）653まで

坂井盛二　田町一丁目1－2

廣田芳男　城南二丁目2－3

上西則子　字本町39

岡　　久　越河字樋ノロ7

大野健治　大平坂谷字志在家！0－1

村上勝雄　白川内親字下前101

佐藤平一郎福岡深谷字湯ノロ34

半沢洋一　福岡蔵本字源田54

蕎わ川干しのお知らせ

（建設課）

○期間　4月15日出午前6時から

　　4月17日（月1午前5時まで

○区域　白石土地改良区管轄用水路

　　全域
用水路の凌淳と補修のための川干

を行ないます・各家庭の周囲の側溝

等や占用箇所の土砂ヒけをお願いす

るとともに、火の元に充分ご注意く

ださい，

6／1～6／10は

東北電波監理局電波監理部監視課

豊022－221－6318

　　口o　　　　　；　　　　　盧　　　　　■

刈田病院の土曜休診日は4月8揖・盟日です。

羅

…　固定資産課税台帳の縦覧期間につ章

雲いて　　　　　　　　　　　三
…　固定資産課税台帳の縦覧を次のと　多

萎おり行ないます，　　　　　　　　三

葦○期　問　4月3日～24日の土・日　雪

…　　　　　曜日を除く8：30～5：0〔）　萎

…○場所市税務課（市役所1階）言

毒※昨年、相続、贈与、売買及び家屋　｝

三の新増築、取り壊し等を行なった方≡

毒は台帳を確認してください．登録等｝

曇に誤りがあった場合の修正期間でも　；

葦ありますので、ご来庁の ヒ縦覧をお多

三願いします （電話によるお問い合茎

窪わせは受付できません。）　　　　　雪

砺F
IllIIII川ll1 川IllIIIII川1川IIIII －l川1川IIII

II IIIII －rI”1”lrI I” 川川II川卜III川川川IIII川ll川
IIllIll川1四』ぶ

財団法人日本レクリエーション協

会では、コース図に従って白石城周

辺を4～6km歩き、途中の設問を解

きながら、チームで歩くウォークラ

リーを開催します，

○日　時　　5月21日旧1

0受付時間8：30～9：30

0集合場所　自石市民会館

○参加料　　1人　300円

○参加申し込み等

1チーム3～5名とし、大会当日、

チーム単位で受け付けます．

○その他

●参加者全員に、各種記念品を用意

しております。

Oニュースポーツ、ゲームを楽しむ

コーナーもあります．

●昼食持参です．

○問い合わせ先

989－02自石市大手町1－1

（白石市社会福祉協議会内）

白石レクリエーションサークル遊遊

岱25－2111（内線）159

欝の消防演習
市内の一斉サイレン吹鴫

白石市消防団では4月！6帥印午前

8時半より、白石第一小学校校庭に

おいて、春の消防演習を行います・

当円、団員召集のため午前7時に

市内一斉サイレンの吹鳴および打鐘

をいたしますので、火災と間違えな

いようご注意ください。

無難改築増
　厚ひ　じ

e廟在所新築移転のお知らせ
　R

国道113号線改良工事のため、新築

中の白石警察署小原駐在所がこの度

完成し、小原地区の「地域生活安全

センター」と位置付け、業務が開始

されます，

○業務開始　3月20Hl月1

0新駐在所　自石市小原字中倉30－1

　　　　（旧駐在所南方約l　km）

大型店対策資金等融資にかかる店舗

新築等利子補給金交付について

商業の活性化を促進するため、店

舗を新築、増築または、改築しようと

する商業者で、大型店対策資金・中

小企業振興資金・小企業小口資金の

融資を受ける方に対し、利子の補給

を行ないます，

L店舗新築等資金のために、平成7

年4月1日から、平成8年3月31日

までの問に融資あっせん申し込みを

した方、

2・利子補給金の交付期間は、2年以

内です．

③利子補給金の額は、金融機関に支

払った利子額1延滞利ヂは除く）

○問い合わせ先　白石市商工観光課

溶25－21！1（内線）241

石郵便局からのお知らせ

●「国際ボランティア貯金」

郵便局ではお客様の申し出により

通常貯金の利子の2割を寄附してい

ただき、民間の海外援助団体（NG

O）の援助事業を通じて、開発途ヒ

地域の人々の福祉の向上に役立てる

国際ボランティア貯金を行っていま

す，お気軽にお申し出ください

〇忘れてませんか「転居届」

春は引越し、移転のシーズンです。

お客様の大切な郵便物を転居先にお

送1）するために郵便局への転居届け

もお忘れなく〃

転居届けの用紙は、お近くの郵便

局に用意しておりますので、ご記入

後は郵便局窓口かポストにお出しく

技術の助っ人

ださい，

●こ存知ですか

「生き生き情報交流

　　　　サービス』
郵政省では平成5年度から郵便局

のネットワークを活用し「生き生き

1晴報交流サービス」を実施していま

す・「これは、郵便局などに備え付け

の情報誌「生き生き情報交流サービ

ス」からあなたの興味のある市町村

のガイドブックなどを郵便で申し込

み、郵便でお届けするものです。

　平成7年4月1日から、Fl石市の

情報も掲載されます ぜひこ利用く

ださい、

宮城県工業技術センター

宮城県工業技術センターは、県内

の製造業の皆様に技術の面から支援

を行なっている県立の試験研究機関

です二

　　　　轡

○問い合わせ先

〒982　仙台市太白区長町8－7－20

紐022－248－4386



レ讐水園からイベソ賦蕎1墜

★碧水園特別教室受講生募集！！

●青少年謡曲・仕舞教室　月4回

　第1・3土曜日〔謡曲1第2・4土曜日〔仕舞）午

　後2時～　小学生高学年以上　どなたでも

●横笛教室　月2回　第2・4日曜日午後6時～
●茶道教室　月4回　金曜日午後1時30分～
　定員15名　　（菓子代等1，500円自己負担）

※時間等については、多少変更する場合がありま
す；

○受講料　無料　ただし、資料代等は自己負担、

○申し込み・問い合わせ

　4月30日までに、自石市古典芸能伝承の館「碧

水園」に来館、または電話でお申し込みください。

歪監25－7949

★碧水園茶会

　初めての方もお気軽にどうぞ．簡単なお茶の飲

み方の指導もいたします一

のお茶・お菓子代　400円

∩日　時　4月23日旧）10時～15時

箋錘憐髄、叢．．翫．．．

「ぞうにのったわたし」 （白一小1年）

ざサほ　　　　　　ん

1；　　　　篤

轄，

毒毒繍，磁ノ唯聾還
で眉一7ππテー∋癬ぎ襲召　　　　　

繍樋

だいた。白石城復元という大事業を支えたこれらの人々に、心

からの敬意と感謝を申し上げたい。

　そして、夏まつりの子供みこしで得たご祝儀をそっくり寄付

した子供たち、お客からのチップを竹筒に入れて貯めて持参し

たタクシーの運転手、祖先の地を遠く思い多額の浄財を送って

きた札幌市の白石区民。そういった人たちこそ自石城復元の本

当の推進者であると思う，，

　これから最も大事なことは、白石城と楽しく遊ぶことではな

いだろうか・城を見ながら春の花見をするのもいい。ライトア

ップされた城の前でコンサートを開いてみるのも楽しいだろう。

自分たちが楽しいと思わないかぎり、よその人が楽しいと思う

はずがないからである。遊びが市内各所に広がったとき、白石

市にまた違った魅力がプラスされるに違いない、

，〆轡吋噛、

　　　　　　　（

　　　　　　一畿編〆麹、
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一幸さん、敏子さんの長男

ママからひとこと

すこやかに大きくなってね

パパからひとこと

元気でたくましくそだって！！
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9：00～11：00
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福祉事務所内相談室　般、1
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第3会議室 1役13
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生、才舌環ナ寛言果

福祉事務所　　⑫1
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青少年相談センター　疫14

市民室　⑫1

健康センター

燦


